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頑張ってますＳバス
ニューススポット

お知らせ

しんしろ・知ろう・あらかると
まちの話題

シリーズ
我らが母校再発見 No.5〔海老小学校〕

新しい市民編集員を紹介します
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休日診療所

夜間診療所

QRコードを利用しますと携帯電話で緊急医の情報を
ご覧になれます。

特別養護
老人ホーム
麗楽荘

新城保健センター
新城休日診療所

新城休日診療所
新城市矢部字上ノ川1番地8

�23-3665

至鳳来
消防防災
センター

新城東高校東郷西小

東新町

午前9時30分～午後4時30分

医科 　―――――――――――

午前9時～正午
※担当歯科医師は新城歯科医師会の

　ホームページ

http://sdent.hp.infoseek.co.jp/

をご確認ください。

開設日 　――――――――――

開設場所 ―――――――――

歯科 　―――――――――――

日曜日、国民の祝日、8月15日

および年末年始

診療は医科・歯科ともに外来

のみです。利用されるときは、

必ず「健康保険証」などをご

持参ください。
いきいき
ライフの館

ケアハウス
和光ハイム

介護老人
保健施設
サマリヤの丘

至
牛
倉

至
上
平
井

JR飯田線（至飯田）

151

緊 急 医

内科、小児科

診療時間 ―――――――――

午後8時～午後11時

受付 　―――――――――――

午後7時30分～午後10時30分

開設日 ――――――――――

月、火、金、土、日曜日

（祝日は除く）

休診日 ――――――――――

水、木曜日、国民の祝日

および年末年始

開設場所 　―――――――――

新城市夜間診療所
新城市字北畑54番地1

（新城市民病院東側隣接地）

�24-1161

4月
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住宅

新城
市民病院

駐車場は、新城市民病院駐車場を
ご利用ください。

案
内
板

新城市
夜間診療所

正面
玄関 身障者

駐車場

国道301号至豊川 至東栄

新城区
検察庁

新城
簡易

裁判所噴水

4
No.54

サ ク ラ

　春といえば桜を思い浮かべ、日本の国花にもなっています。

桜にもいろいろ種類がありますが、日本の桜は染井吉野（そめいよしの）が

ほとんどです。�県立桜淵公園は、桜の名勝として有名です。

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、診療時間の変更または休診することがあります。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

夜　間
診療所

休　日
診療所

診療時間
午後7時～午後11時
※ただし、赤字は午前9時30分～午後4時30分

電話で症状を連絡のうえご来院ください。
※医師の都合により、緊急医は変更することがあります。

緊急医

緑が丘診療所�(緑が丘)

織田医院�(下吉田)

宮本病院�(海老)

ほうらいクリニック�(大野)

くまがい医院�(富永)

荻野医院�（長篠）

あいきょうクリニック�(大野田)

おさだファミリークリニック(本町)

しんしろフィットクリニック�(川路)

茶臼山厚生病院�(富沢)

むらまつ内科�（東新町）

中根医院�（本町）

米田内科�（平井）

のだクリニック（中市場）

ちさと医院�（杉山）

西新町内科整形外科外科医院(東新町)

星野病院�(大野)

高木内科医院�（栄町）

中村医院�（的場）

ほうらいクリニック�(大野)

むらまつ内科�（東新町）

内山医院�(平井)

静巌堂医院�（副川）

今泉病院�(栄町)

ちさと医院�（杉山）

ながしのクリニック�（長篠）

高木内科医院�（栄町）

織田医院�(下吉田)

静巌堂医院�（副川）

荻野医院�（長篠）

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

さくら眼科（上平井）　　　　� 22-4100

石川整形外科クリニック（平井）　� 24-6500

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

皮フ科新栄クリニック（平井）　� 24-6022

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222

春日眼科（杉山）　　　　　　� 24-3222
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　保
護
者
　
　
　

地
　
区

2月届出分
元気でよい子に…

※2月1日～28日の間に届け出のあった赤ちゃんです。届出人の承諾を得て掲載しています。

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3

�
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‐
7
2
9
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c
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s
h
iro
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●em
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ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
市
政
番
組

 「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」

　
　
　
　
　
　
 
4
月
の
番
組
表

毎
日
5
回
、
15
分
間
放
送

①

午
前
8
時
 
 

②

午
後
1
時

③

午
後
4
時
 
 

④

午
後
7
時

⑤

午
後
11
時

番
組
の
内
容
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
に
入
れ
替
え
、
1
週
間
ご
と
に

更
新

市政番組キャラクター「亀姫」

※
都
合
に
よ
り
番
組
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
「
い
い
じ
ゃ
ん
新
城
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ

　
の
加
入
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

3
月
31
日

　
～

4
月
7
日

4
月
28
日

　
～

5
月
5
日

4
月
21
日

　
～

4
月
28
日

4
月
7
日

　
～

4
月
14
日

4
月
14
日

　
～

4
月
21
日

・
国
道

151
号
新
城
バ
イ
パ
ス
開
通
記
念
式
典
�

・
鳳
来
西
小
学
校
　
2
週
目
�

・
課
長
さ
ん
教
え
て
「
平
成
22
年
度
予
算
」

・
平
成
21
年
度
め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ
く
り

　
事
業
成
果
報
告
会
お
よ
び
平
成
22
年
度
募
集
�

　
【
拡
大
枠
8
分
】
�

・
鳳
来
西
小
学
校
　
3
週
目

・
冨
賀
寺
庭
園
【
市
指
定
文
化
財
（
名
勝
）
】

　
池
泉
式
庭
園
の
修
復
事
業
�

・
鳳
来
西
小
学
校
　
4
週
目
�

・
市
観
光
協
会

・
新
城
Ｓ
バ
ス
の
旅
【
拡
大
枠
8
分
】
�

・
庭
野
小
学
校
　
2
週
目

・
市
国
際
交
流
協
会
（
タ
イ
料
理
教
室
）
�

・
庭
野
小
学
校
　
1
週
目
�

・
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

放

送

日

番

組

内

容

じ
ょ
う
ほ
う
課
　
�
23
‐
7
6
2
3
　
　in

fo
@

c
ity

.s
h
in

s
h
iro

.lg
.jp

●em

●問

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
初
め
て
登
場
す
る
お
子
さ
ん
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

※
3
月
16
日
発
行
日
現
在
の
年
齢
で
す

6歳
（平成15年11月7日生まれ）

4歳
（平成17年5月27日生まれ）

佑麻くん 瑛司くん

父　�泉欣大さん・母　恭子さん（新城・石田）

集まれ ! ちびっ子広場に登場する「ちびっ子」を皆さんから募集します。
対象／市内在住の1歳から小学校入学前までのお子さん。

ケンカするほど仲が良い�…えっ？

（右）（左）

4歳（平成18年1月30日生）

父　請井貴永さん・母　亮子さん（鳳来・本郷）

うけいたかのり りょうこ

功季くん

こ う き

ボク、４歳になったよ�

　
　
　
け
い
じ
ゅ

　
　
　
そ
う
じ
ゅ

　
　
　
ひ
ろ

き
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Ｓ
バ
ス
と
は
、
市
が
直
接
、
ま
た
は
バ

ス
業
者
に
委
託
し
て
運
営
し
て
い
る
路
線

バ
ス
の
こ
と
で
す
。
Ｓ
バ
ス
の
「
Ｓ
」
に

は
、
新
城
の
「
Ｓ
」
の
ほ
か
に
、
学
校（sc-

h
o
o
l

）
・
買
い
物
（sh

o
p
p
in

g

）
・
安
全

（sa
fe

ty

）
な
ど
、
バ
ス
が
担
っ
て
い
る

目
的
や
役
割
の
英
語
表
記
の
頭
文
字
で
あ

る
「
Ｓ
」
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
市
は
平
成
20
年
度
に
「
新
城
市
地
域
公

共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を
策
定
し
、
市

内
全
域
の
バ
ス
運
行
の
見
直
し
や
利
便
性

向
上
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｓ

バ
ス
全
線
を
一
乗
車
200
円
に
統
一
し
た
こ

と
も
こ
の
取
り
組
み
の
一
つ
で
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
か

っ
た
区
間
を
見
直
し
、
バ
ス
路
線
が
な
か

っ
た
区
域
に
、
試
行
的
に
バ
ス
を
走
ら
せ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
営
バ
ス
に
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
の
絵
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
絵
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
こ
と

で
、
地
元
の
方
が
愛
着
を
持
て
る
、
親
し

み
の
あ
る
バ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

複
数
の
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
利
用
者
に
便
利

な
共
通
乗
車
券
も
考
案
中
で
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
は
、
経
費
が
必

要
で
す
。
こ
の
た
め
、
市
は
平
成
20
年
度

に
国
の
「
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合

事
業
」
の
認
定
を
受
け
、
３
年
間
の
期
限

付
き
補
助
金
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
こ
の

補
助
金
は
平
成
22
年
度
で
終
わ
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
今
以
上
に
バ
ス
路
線
の
維

持
が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
す
。
公
共
交
通

を
利
用
者
の
乗
車
賃
収
入
だ
け
で
維
持
し

て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
難
し
い
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で

運
賃
収
入
が
増
加
す
れ
ば
、
市
が
負
担
す

る
バ
ス
の
経
費
が
抑
え
ら
れ
、
地
域
の
バ

ス
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
Ｓ
バ
ス
は
小
・
中
学
校
に
通
う
子
ど
も

た
ち
の
通
学
手
段
と
し
て
、
ま
た
移
動
手

段
を
持
た
な
い
方
の
大
切
な
足
と
し
て
、

生
活
の
た
め
の
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
今
は
自
動
車
を
運
転
す
る
方
も
、

将
来
バ
ス
に
頼
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
地
域
を
走
る
バ
ス
は
、
地
域
の
財

産
と
言
え
ま
す
。
市
内
に
は
、
地
域
を
走

る
バ
ス
を
地
域
の
方
の
手
に
よ
っ
て
良
く

し
、
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
「
路
線
を
守

り
育
て
る
会
」
と
い
う
組
織
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
利
用
状
況
の
分
析
や
、
運
行

ル
ー
ト
の
改
善
な
ど
を
、
地
域
住
民
や
利

用
者
が
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
の
バ
ス
路
線
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み

も
、
こ
の
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
進
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
３
路
線
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

自
発
的
な
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
北
部
線
な
ど
で
は
、
４
月
１
日

（木）
か

ら
ル
ー
ト
を
変
更
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
路

線
を
守
り
育
て
る
会
や
地
域
部
会
の
意
見

を
地
域
公
共
交
通
会
議
で
検
討
し
、
決
定

し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
つ
く
で
あ
し
が
る
線
･
西
部
線
・

塩
瀬
線
の
実
証
運
行
は
平
成
22
年
度
も
続

け
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
状
況
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
Ｓ
バ
ス
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

皆
さ
ん
に
も
っ
と
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
今
後
の
市
内
バ
ス
路
線
再
編
の
検
討

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
Ｓ
バ
ス
を
維
持
し
て
い
く
の
は
地
域
の

皆
さ
ん
で
あ
り
、
あ
な
た
自
身
で
す
。

車
を
運
転
で
き
な
い
お
年
寄
り
や
子

ど
も
た
ち
の
交
通
手
段
と
し
て
生
活

を
支
え
て
い
る
「
Ｓ
バ
ス
」

市
で
は
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
し
て
い
ま
す

４
月
１
日
か
ら
さ
ら
な
る
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
北
部
線
な
ど
の
ル

ー
ト
を
変
更
し
ま
す

皆
さ
ん
！
一
度
「
Ｓ
バ
ス
」
に
乗
っ

て
み
ま
せ
ん
か

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い

つくであしがる線を守り育てる会
筧　和美さん（作手・市場）

頑張ってます特 集

Ｓ
バ
ス
っ
て
？

路
線
を
守
り
育
て
る
会

Ｓ
バ
ス
の
維
持

Ｓ
バ
ス
っ
て
？

路
線
を
守
り
育
て
る
会

Ｓ
バ
ス
の
こ
れ
か
ら

Ｓ
バ
ス
の
維
持

　現在の会員数は５人です。私たちの想いは、

あしがる線・守義線をわが子のように元気に

スクスク育てていきたいことです。毎月一回、

定例会を開き市役所の人と一緒に乗車状況や

利用促進策などを話し合っています。

　今までやってきたことは、各ルート（路線）

沿線の名所・旧跡を訪ね、地元の人にお話を

聞いたり写真を撮らせてもらうなどして、あ

しがる線・守義線のルート別（曜日別）の見

所をまとめた「ご利用ガイドブック」を作成

したことです。また季刊で「つくでバスかわ

ら版」を発行し、その季節にふさわしい「お

すすめ場所・ルート」を紹介したり、利用し

た方の感想を載せています。

　私たち以外にも、自主的にグループを編成

して定期的に乗車し、地域の歴史を勉強した

りハイキングしたりしている方たちもいます。

心強いです。

　今後は市内の他の「守り育てる会」や市外

県外の地域バス運営組織とも交流を深め、地

域になくてはならない「みんなの足」をもっ

と育てていきたいと思っています。

Ｓバス

・秋葉七滝線・塩瀬線・西部線・つくであしがる線・中宇利線

・長篠山吉田線・布里田峰線・北部線・守義線・吉川市川線

Ｓ
バ
ス
の
こ
れ
か
ら

会議のようす

かけひ　　 か ず み
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東新町駅

新城駅

東新町駅

新城駅

　
Ｓ
バ
ス
路
線
は
共
通
回
数
券
が
使
え
ま

す
。
種
類
は
200
円
券
６
枚
綴
り
１,
０
０
０

円
と
100
円
券
６
枚
綴
り
500
円
の
２
種
類
で

す
。

　
回
数
券
を
使
え
ば
、
バ
ス
に
乗
る
た
び

に
お
金
を
用
意
し
な
く
て
す
み
ま
す
し
、

Ｓ
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
目
的
地
に
行
く
場

合
に
と
て
も
便
利
で
す
。
た
だ
し
、
豊
鉄

バ
ス
路
線
の
新
城
病
院
田
口
線
、
新
豊
線
、

作
手
線
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
共
通
回
数
券
は
企
画
課
と
鳳
来
・
作
手

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
ま
た
バ
ス
の
車
内
で
も
購
入
で
き

ま
す
。

　
２
月
22
日

（月）
に
Ｓ
バ
ス
に
乗
車
し
、

皆
さ
ん
の
声
を
直
接
お
聞
き
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

・
若
い
人
は
昼
間
仕
事
に
行
っ
ち
ゃ
う
も

　
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物
に
行
っ

　
た
り
、
病
院
に
通
う
時
に
バ
ス
が
あ
っ

　
て
助
か
る
よ
。

・
私
は
一
人
暮
ら
し
し
と
る
だ
け
ど
、
文

　
化
会
館
と
か
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
日
は

　
休
日
で
も
バ
ス
が
あ
る
と
行
け
る
よ
う

　
に
な
る
だ
け
ど
ね
え
。

・
今
度
の
ル
ー
ト
は
、
私
が
乗
る
と
こ
は

　
通
ら
ん
だ
よ
。
ち
ょ
っ
と
バ
ス
停
が
遠

　
く
な
る
け
ど
、
作
手
線
が
あ
る
で
、
そ

　
れ
で
病
院
へ
通
う
よ
。

・
運
転
手
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

共
通
回
数
券
の
利
用
が
お
得
で
す

Ｓ
バ
ス
へ
の
ご
意
見
、

も
っ
と
詳
し
く
知
る
に
は

企
画
課

�
23
‐
7
6
2
0

　kika
ku

@
c
ity.sh

in
sh

iro
.lg

.jp

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

地
域
振
興
課

�
37
‐
2
2
5
9

東新町駅

東新町駅

新桜通り

新城駅

新城駅

新城
病院前

東郷西
保育園

上平井新城警察署

新城中学校

新城郵便局

新城中学校

中町

廃止

上平井から東新町駅へ行きます。

新城警察署は通らなくなります。

北部線のルートも変わり、まちなかの移動がしやすくなります。

今出平、徳定、片山を通っていましたが廃止して、

豊栄から新城郵便局までのルートを変更します。

緑が丘～東郷西保育園間は
変更ありません

新城保健所は廃止

新城警察署は廃止。
始点、終点は新城
郵便局になります

平井交差点から東(八束穂)方面へは行かず、

新城東高校行きになります

新城市地域公共交通会議

北
部
線
の
ル
ー
ト

吉
川
市
川
線
の
時
刻
表

中
宇
利
線
の
ル
ー
ト

西
部
線
の
ル
ー
ト

吉川市川線は、冬（10月20日から3月31日）の間は

4便の時刻が変わり、早くなります

時刻表（抜粋）

新城病院前　市 役 所　新城中学校　弁天住宅　舟着小前　吉川公会堂前　百　　田　舟着小前　市　　川　舟着小前　弁天住宅　新城中学校　市 役 所　新城病院前　

1便

2便

3便

4便（冬）

4便（夏）

―

11:46

14:55

16:00

17:05

―

11:49

14:58

16:03

17:08

―

11:50

14:59

16:04

17:09

7:35

11:52

15:01

16:06

17:11

7:39

11:55

15:04

16:09

17:14

7:48

12:07

15:16

16:21

17:26

7:53

12:12

15:21

16:26

17:31

7:58

12:16

15:25

16:31

17:36

8:09

12:28

15:37

16:44

17:49

8:20

12:38

15:47

16:55

18:00

8:23

12:41

15:50

16:58

18:03

8:25

12:43

15:52

17:00

18:05

8:26

12:44

15:53

17:01

18:06

8:31

12:49

15:58

17:06

18:11

S
バ
ス
利
用
者
の
声

新城
病院前

中町栄町

栄町

石田
市役所

新城東高校

新城東高校

川田原公民館

宗高東

平井交差点

弁天住宅

新桜通り

新城中学校市役所

市役所

中町

豊栄

川田

申請中

稲木

新城駅
新城
病院前

新城郵便局
南ヶ丘団地

稲木公民館

東新町駅

市場台北

新設バス停

東郷西
保育園

S
バ
ス
利
用
者
の
声

上平井

申請中

新設バス停
申請中

新設バス停

吉川市川線、中宇利線の運賃が、大人一乗車200円に

なります。豊鉄バスの回数券や割引パスは4月1日から

使用できません。

●em
■鳳■作 ■本
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市の大切なお知らせをお届けします

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

　
臨
時
職
員
と
し
て
、
短
期
間
働
く

こ
と
を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
、

登
録
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
、
市
民
病
院
、
老
人
ホ
ー

ム
、
保
育
園
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
な
ど
で
臨
時
職
員
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
、
登
録
さ
れ
た
方
の
中
か
ら

面
接
な
ど
に
よ
り
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
本
人

が
直
接
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜
正
午

　
午
後
１
時
〜
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

必
要
書
類

・
履
歴
書
（
写
真
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
）

・
お
持
ち
の
資
格
に
関
す
る
免
許
状

　
な
ど
の
写
し
　
　
　
　

※
勤
務
時
間
・
賃
金
な
ど
は
職
種
に

　
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は

　
そ
れ
ぞ
れ
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

※
登
録
場
所
な
ら
び
に
問
い
合
わ
せ

　
先
番
号
は
、
変
更
の
場
合
が
あ
り

　
ま
す
。

　
市
で
は
、
４
月
か
ら
組
織
機
構

の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。
今
回
の

組
織
機
構
改
革
で
は
、
部
課
室
を

統
合
し
、
組
織
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
に
合
わ
せ
増
大
・

多
様
化
す
る
行
政
需
要
・
市
民
ニ

ー
ズ
に
迅
速
適
確
に
対
応
す
る
た
め
、

各
種
の
権
限
を
よ
り
現
場
に
近
い

と
こ
ろ
に
下
ろ
し
ま
す
。

総
合
政
策
部
を
設
置

　
市
長
・
副
市
長
の
特
命
を
受
け
、

　
総
合
計
画
に
位
置
付
け
て
あ
る

　
政
策
課
題
や
、
新
た
に
発
生
す

　
る
重
要
課
題
を
全
庁
的
に
検
討

　
し
、
事
業
を
効
果
的
に
推
進
す

　
る
た
め
の
独
立
し
た
組
織
を
つ

　
く
り
ま
す
。

部
・
課
を
統
合

　
部
・
課
を
統
合
し
、
組
織
全
体

　
を
効
率
化
し
ま
す
。
併
せ
て
、

　
各
種
権
限
（
決
裁
権
）
を
で
き

　
る
だ
け
、
現
場
に
近
い
と
こ
ろ

　
に
降
ろ
す
こ
と
に
よ
り
、
ス
ピ

　
ー
デ
ィ
な
事
務
処
理
に
つ
と
め

　
ま
す
。

法
務
室
・
契
約
検
査
室
の
設
置

　
高
度
な
専
門
性
を
必
要
と
さ
れ

　
る
行
政
事
務
に
対
応
す
る
た

　
め
、
有
資
格
職
員
や
高
度
な
知

　
識
・
技
術
を
持
つ
職
員
を
適
正

　
に
配
置
し
ま
す
。

係
制
の
導
入

　
従
来
の
グ
ル
ー
プ
制
か
ら
係
制

　
に
変
更
し
、
市
民
に
わ
か
り
や

　
す
い
組
織
体
制
と
し
、
市
民
に

　
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し

　
ま
す
。

※
こ
の
組
織
・
機
構
図
は
、
4
月

　
か
ら
の
も
の
で
す
。
広
報
ほ
の

　
か
4
月
号
内
の
組
織
や
電
話
番

　
号
は
、
3
月
16
日
発
行
時
の
連

　
絡
先
で
す
。

企
画
課
　
�
23
‐
7
6
2
0

職
　
　
種

資

格

条

件

登

録

場

所

問
い
合
わ
せ

事
務
職

現
場
作
業
員

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

な
ど

調
理
員

看
護
な
ど
医
療
関
係
職

選
挙
事
務

な
し

な
し

免
許

　※免
許

な
し

人
事
課

人
事
課

児
童
課

庶
務
課

市
民
病
院

選
挙
管
理
委
員
会

（
総
務
課
）

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
1
9

�
23
‐
7
6
2
2

�
23
‐
7
6
5
1

�
23
‐
7
8
5
2

�
23
‐
7
6
1
1

※調理員は、調理員資格のある方、または経験のある方

市　長

副市長

総　務　部

総 合 政 策 部

企　画　部

診 療 部

市民福祉部

健康医療部

環　境　部

建　設　部

会計管理者

教育委員会

産業・立地部

診察運営部

診察支援部

経営管理部

経営企画課

人 事 課

企 画 課

秘書広報課

市民保険課

福 祉 課

児 童 課

農 業 課

商 工 課

立 地 課

開 発 室

環 境 課

土 木 課

水 道 課

下水道課

都市計画課

健 康 課

長 寿 課 �

養護老人ホーム

作手診療所

生活衛生課

訪問看護ステーション

情報システム課

保育園･おおぞら園

地域医療支援センター

へき地医療支援室

行 政 課

法 務 室

財 政 課

総合支所長 総合支所長

税 務 課

契約検査室

地域振興課 地域振興課

地域整備課

森　林　課

観　光　課

地域整備課

総 務 課

情報企画室

会 計 課

消 防 署

幼 稚 園

消防総務課

防災対策課�

教育総務課

スポーツ課

医療安全対策室

市
民
病
院

本　　　　庁 鳳来総合支所 作手総合支所

（新設：特定政策課題を集中的に担当）

（改称：市民安全対策室を統合し総務課から）

（新設：総務課から法務文書業務を
　分離、強化）

（新設：契約管財課の業務に加え、
　検査業務を所管）

（改組：地域振興課・
　市民福祉課を統合）

（改組：地域振興課・
　市民福祉課を統合、
　村誌編さん室は廃止）

（改称：秘書室から改称。
　じょうほう課から広報業務移管）

（改称：じょうほう課から）

（改称：介護保険課から）

（改称：誘致課から）

（改称：農業振興課から）

（改称：森林政策課から）

（改組：開発課から改称し
　課内室として設置）

（改組：土木課、高規格道路課、
　用地課を統合）

（改称：経営管理課から）

（改称：情報管理室から）

（改称：庶務課から）

（市民部と福祉部を統合）

（生活環境部を改称）

（建設部と水道事業部を統合）

（経済部と産業立地部を統合）

分署・出張所など

学校教育課

生涯学習課

文 化 課

議事調査課

消防本部

監査委員

議会事務局

監査委員事務局

教　育　部

議　 会

　第１次新城市総合計画に位置付
けてある重要政策課題や、新たに
発生してくる重要課題のうち、市長、
副市長からの指示のある喫緊の特
定政策課題について、独立して対
応していく組織です。
　この組織は、特定政策課題につ
いて、専門的に、中心的に関係部
課を先導し、組織を横断して課題
解決に取り組みます。

総合政策部の役割

部分は、平成21年度の組織機構から部課などの新設、統合、所管替えおよび名称変更を表す

市の事務組織および機構（平成22年4月1日から）

●問
■本
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市の大切なお知らせをお届けします

各
種
手
当
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
特
別
障
害
者
手
当

　
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

　
20
歳
以
上
の
障
害
者
で
、
重
複

し
た
重
度
の
障
害
が
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
で
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

手
当
月
額

・
国
の
手
当
　
　
２
６，
４
４
０
円

・
県
の
手
当
（
国
の
手
当
に
加
算
）

　
①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有

　
　
し
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
７
，

０
９
０
円

　
②
身
体
１
〜
２
級
の
方
、
ま
た

　
　
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，

０
９
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
20
歳
未
満
で
重
度
の
障
害
が
あ

る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
月
額

・
国
の
手
当
　
　
１
４，
３
８
０
円

・
県
の
手
当
（
国
の
手
当
に
加
算
）

　
①
身
体
１
〜
２
級
の
障
害
を
有

　
　
し
、
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
７
，

１
６
０
円

　
②
身
体
１
〜
２
級
の
方
、
ま
た

　
　
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，

１
６
０
円

※
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
、

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

・
病
院
な
ど
に
、
継
続
し
て
３
カ

　
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
と

　
き
（
特
別
障
害
者
手
当
の
み
）

・
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金

　
給
付
を
受
け
て
い
る
と
き
（
障

　
害
児
福
祉
手
当
の
み
）

・
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

　
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

手
当
月
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
で

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方

　
　
　
　
　
　
　
１
６
，

１
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
ま

　
た
は
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
（
65
歳

　
以
上
の
方
で
、
新
た
に
障
害
者

　
と
な
ら
れ
た
方
は
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
７
，

０
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
で
Ｉ
Ｑ

　
50
以
下
の
方
（
65
歳
以
上
の
方
で
、

　
新
た
に
障
害
者
と
な
ら
れ
た
方

　
は
対
象
外
）

　
　
　
　
　
　
　
　
７，
０
０
０
円

※
次
の
項
目
に
該
当
す
る
場
合
は
、

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

・
社
会
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し

　
て
い
る
と
き

・
所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
と
き

・
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福

　
祉
手
当
を
受
け
て
い
る
と
き
 

　
市
障
害
者
手
当

手
当
月
額

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
の
方
、

　
Ｉ
Ｑ
35
以
下
の
方
ま
た
は
、
精

　
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
２
，

８
０
０
円

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
の
方
、

　
Ｉ
Ｑ
36
〜
50
の
方
ま
た
は
、
精

　
神
障
害
者
福
祉
手
帳
２
級
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
２
，

４
０
０
円

③
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，

２
０
０
円

④
身
体
障
害
者
手
帳
５
〜
６
級
の

　
方
、
Ｉ
Ｑ
51
〜
75
の
方
ま
た
は
、

　
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
３
級
の

　
方

　
　
　
　
　
　
　
　
１
，

０
０
０
円

※
社
会
福
祉
施
設
入
所
者
、
特
別

　
障
害
者
手
当
受
給
者
、
障
害
児

　
福
祉
手
当
受
給
者
へ
は
支
給
さ

　
れ
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
手
当

　
こ
の
４
月
か
ら
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し
て

い
る
方
に
、
子
ど
も
手
当
が
支
給

さ
れ
る
予
定
で
す
。

※
詳
細
は
、
広
報
５
月
号
で
お
知

　
ら
せ
し
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当

　
18
歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
（
一
定
の
障
が
い
が
あ
る
と

き
は
、
20
歳
未
満
）
を
監
護
し
て

い
る
母
ま
た
は
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
が
重
度
の
障
が
い
に
あ
る
児

　
童
　

・
父
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
が
引
き
続
き
１
年
以
上
拘
禁

　
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

・
父
、
母
と
も
不
明
で
あ
る
児
童

※
父
子
家
庭
に
も
手
当
が
受
け
ら

　
れ
る
こ
と
に
な
る
予
定
で
す
。

　
詳
細
は
、
決
定
次
第
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。

児
童
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

福
祉
課
　
　
　
�
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
7
9

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

　
族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申

　
請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が

　
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手

　
当
の
全
部
ま
た
は
一
部
が
支
給

　
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
の
一
部
減
額
措
置
に
つ
い
て

　
　
「
支
給
開
始
か
ら
５
年
（
３

　
歳
未
満
の
児
童
が
い
る
場
合
は

　
そ
の
児
童
が
３
歳
に
な
っ
た
月

　
の
翌
月
か
ら
５
年
）」
ま
た
は
「
支

　
給
事
由
（
離
婚
な
ど
）
発
生
か

　
ら
７
年
」
が
経
過
し
た
と
き
は
、

　
手
当
の
一
部
が
減
額
さ
れ
る
こ

　
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
就

　
労
や
求
職
活
動
、
障
が
い
な
ど

　
の
状
況
に
よ
っ
て
は
引
き
続
き

　
今
ま
で
ど
お
り
手
当
を
受
け
ら

　
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
届
け

　
出
が
必
要
で
す
。

　
県
遺
児
手
当

　
18
歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
引
き
続
き
１
年

　
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
行
方
不
明
で
あ
る
児
童

・
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

　
族
な
ど
の
前
年
（
７
月
分
の
申

　
請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が

　
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手

　
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
県
遺
児
手
当
の
支
給
期
間
は
、

　
支
給
開
始
か
ら
５
年
間
で
す
。

　
市
遺
児
手
当

　
18
歳
以
下
（
18
歳
に
達
す
る
日

以
後
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の

児
童
を
監
護
・
養
育
し
て
い
る
方

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が
い

　
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
に
引
き
続
き
１
年

　
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年

　
以
上
行
方
不
明
で
あ
る
児
童

・
母
が
婚
姻
し
な
い
で
生
ま
れ
た

　
児
童

・
右
の
項
目
に
準
ず
る
状
態
の
児

　
童
　

※
市
遺
児
手
当
に
は
所
得
制
限
は

　
あ
り
ま
せ
ん
。

　
特
別
児
童
扶
養
手
当

　
身
体
、
知
的
発
達
ま
た
は
精
神

に
中
度
・
重
度
の
障
が
い
ま
た
は

糖
尿
病
な
ど
の
病
状
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
監
護
・
養
育
し

て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

・
Ｉ
Ｑ
35
以
下
程
度
ま
た
は
身
体

　
障
が
い
１
〜
２
級
程
度

・
Ｉ
Ｑ
50
以
下
程
度
ま
た
は
身
体

　
障
が
い
３
級
程
度
（
４
級
の
一

　
部
含
む
）

所
得
制
限

　
受
給
資
格
者
お
よ
び
同
居
の
親

　
族
な
ど
の
前
年
（
６
月
分
の
申

　
請
ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が

　
一
定
額
以
上
あ
る
場
合
は
、
手

　
当
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
支

　
給
停
止
さ
れ
る
場
合
で
も
、
受

　
給
資
格
は
取
得
で
き
ま
す
の
で

　
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
各
種
手
当
に
つ
い
て
、
受
給
資

　
格
の
確
認
な
ど
、
詳
し
い
内
容

　
に
つ
い
て
は
福
祉
課
、
児
童
課

　
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支

　
所
市
民
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

子ども手当 中学校修了までの児童１人につき、月額13,000円（4月分から支給予定）

児童扶養手当

県遺児手当

市遺児手当

特別児童扶養手当

区　　　分� 　　　全額支給される方� 　　　　　　　　　　一部支給される方

児童1人のとき

児童2人のとき

児童3人以上

　月額41,720円�　　　　　　　　　月額41,710円～　9,850円

　月額46,720円�　　　　　　　　　月額46,710円～14,850円

　3人目からは1人増すごとに3,000円追加

支給開始1～3年目　児童1人につき月額4,500円

支給開始4～5年目　児童1人につき月額2,250円

支給開始6年目～　　支給対象外

児童1人につき月額2,000円

I Q35以下程度または身体障がい1～2級程度　　　　　　　　            児童1人につき月額50,750円

I Q50以下程度または身体障がい3級程度（4級の一部含む）　            児童1人につき月額33,800円

※金額は改定することがあります。

●問
■本

■本

■鳳

■作
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市の大切なお知らせをお届けします

生
活
衛
生
課
　
�
22
‐
0
5
2
1

都
市
計
画
課
　
�
23
‐
7
6
4
0

消
防
署
　
�
22
‐
1
1
1
9

土木課　�23‐7638

「
新
城
市
ご
み
処
理
基
本
計
画
（
案
）
」
へ
の
意
見
を
募
集
し
ま
す

市
営
住
宅
空
家
待
機
者
定
期
募
集

平
成
22
年
度
普
通
・
上
級
救
命
講
習
ご
案
内

　
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
の
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）
処
理

に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

「
新
城
市
ご
み
処
理
基
本
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
手
続
制
度
に
よ
り
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

　
３
月
16
日

（火）
〜
４
月
15
日

（木）

提
出
方
法

　
住
所
と
氏
名
を
記
入
の
上
、
①

　
か
ら
④
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

①
生
活
衛
生
課
に
持
参
す
る
。

②
郵
送
す
る
。

　
〒
４
４
１
‐
１
３
２
２

　
新
城
市
日
吉
字
樋
田
56
番
地

　
新
城
市
役
所
生
活
衛
生
課
　
宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
信
す
る
。

　
�
22
‐
０
５
５
４

④
Ｅ
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
。

　
　clean-center@

city.shinshiro.lg.jp

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出
は
、

　
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

計
画
案
の
閲
覧
期
間

　
意
見
の
募
集
期
間
と
同
じ

閲
覧
の
方
法
お
よ
び
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
生
活
衛
生
課

・
総
務
課
、
鳳
来
・
作
手
各
総
合

　
支
所
市
民
福
祉
課

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除

　
く
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

　
５
時
15
分
ま
で

普
通
救
命
講
習
Ⅰ
（
3
時
間
）

　
成
人
（
８
歳
以
上
）
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

　
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
異
物
除
去

　
要
領
、
止
血
法
を
学
び
ま
す
。

　
午
前
９
時
〜
正
午

　
20
人

上
級
救
命
講
習
（
8
時
間
）

　
成
人
、
小
児
お
よ
び
乳
児
に
対
す
る
心

　
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
、
異

　
物
除
去
要
領
、
止
血
法
、
感
染
防
止
、

　
傷
病
者
管
理
法
、
外
傷
の
手
当
て
、
搬

　
送
法
を
学
び
ま
す
。

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
10
人

※
い
ず
れ
も
講
習
料
は
無
料
で
す
。

地
域
整
備
課
　
�
32
‐
1
9
7
7

地
域
整
備
課
�
37
‐
2
2
9
7

東
三
河
農
業
共
済
組
合

　
新
城
設
楽
支
所

�
32
‐
6
0
3
3

　（
３
月
末
ま
で
）

農
業
振
興
課

�
23
‐
7
6
3
2

東
三
河
農
業
共
済
組
合
か
ら

支
所
統
合
の
お
知
ら
せ

　
事
務
処
理
の
合
理
化
、
効
率

化
の
た
め
、
東
三
河
農
業
共
済

組
合
の
支
所
が
統
合
さ
れ
ま
す
。

新
城
設
楽
支
所
（
鳳
来
総
合
支

所
内
）
が
廃
止
と
な
り
、
現
在

の
宝
飯
地
区
支
所
へ
統
合
し
、

４
月
１
日

（木）
か
ら
新
た
に
豊
川

支
所
（
仮
称
）
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご

不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
サ

ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら
な
い
よ
う

迅
速
な
対
応
を
心
掛
け
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
共
済
加
入
者
の

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
〒
４
４
１
‐
０
１
０
３

　
豊
川
市
小
坂
井
町
門
並
18

　
東
三
河
農
業
共
済
組
合
豊
川

　
支
所
（
仮
称
）
ひ
ま
わ
り
農
協

　
小
坂
井
事
務
所
内

　
�
０
５
３
３
‐
73
‐
３
０
５
２

　
�
０
５
３
３
‐
73
‐
３
０
５
３

　
市
で
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日

ま
で
に
市
営
住
宅
に
空
家
が
で
き

た
場
合
に
、
抽
選
順
位
に
従
っ
て

入
居
す
る
待
機
者
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
用
紙
の
交
付
期
間
お
よ
び
場
所

　
４
月
１
日

（木）
〜
16
日

（金）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

　
都
市
計
画
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
４
月
５
日

（月）
〜
16
日

（金）

※
土
・
日
曜
日
は
除
く

抽
選
日
時

　
４
月
23
日

（金）
　
午
後
２
時

抽
選
会
場

　
市
民
体
育
館

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　
①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団

　
　
員
が
い
な
い
こ
と
。

　
②
現
に
同
居
し
て
い
る
か
、
同

　
　
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い

　
　
る
こ
と
。

※
昭
和
31
年
４
月
１
日
以
前
に
生

　
ま
れ
た
方
・
身
体
障
害
者
な
ど

　
は
単
身
も
可

　
③
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
。

　
④
一
定
収
入
以
下
の
世
帯
（
例
・

　
　
夫
婦
子
ど
も
１
人
の
家
族
の

　
　
う
ち
２
人
は
無
収
入
で
年
間

　
　
総
収
入
金
額
399
万
６
千
円
未

　
　
満
の
世
帯
）
で
あ
る
こ
と
。

　
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

普　通　救　命　講　習

上　級　救　命　講　習

実　施　日� 実　施　場　所� 　申し込み先

実　施　日� 実　施　場　所� 　申し込み先

5月9日(日)

6月6日(日)

７月11日(日)

8月8日(日)

9月12日(日)

10月10日(日)

11月7日(日)

12月12日(日)

平成23年2月6日(日)

平成23年3月6日(日)

5月16日(日)

8月22日(日)

9月19日(日)

12月5日(日)

平成23年

2月13日(日)

0536-76-1911

32-2888

22-1119

37-2466

0536-62-2119

22-1119

37-2466

32-2888

0536-76-1911

0536-62-2119

22-1119

0536-76-1911

32-2888

0536-62-2119

37-2466

東 栄 分 署

鳳 来 分 署

消防防災センター

作 手 出 張 所

設 楽 分 署

消防防災センター

作 手 出 張 所

鳳 来 分 署

東 栄 分 署

設 楽 分 署

消防防災センター

東 栄 分 署

鳳 来 分 署

設 楽 分 署

作 手 出 張 所

上記の日程以外にも、仲間同士、職場単位、行政区などにより、ある
程度の人数がそろえば講習会を実施しますので、お気軽にお問い合わ
せください。

　国道151号バイパスの大宮から八束

穂区間の供用開始に伴い、市道須長線

の通り抜けができなくなります。

　ご不便をおかけしますが、ご協力を

お願いします。

規制開始

　3月26日（金）のバイパス供用開始　

　時刻から

※供用開始に向けた作業のため、前日

　の25日（木）午前９時から供用開始

　までの間は通行止めとなります。

規制内容

　直進と右折ができません。

　左折のみ可能です。

市道須長線
通行規制のお知らせ

東原住宅

上市場西住宅

上市場東住宅

長篠住宅

大野住宅

川合住宅

明和住宅

和田住宅

開成住宅

4～5

3

3～4

3

3

1

1

1

1

70

36

66

24

18

10

5

3

5

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

3DK

H1～3

S56

S57～59

H1

H3

S58～60

H1

H17

H20

1戸1台

1戸1台（自治会管理分含む）

1戸1台

1戸1台

1戸1台

駐車スペース有

駐車スペース有

1戸2台

1戸2台

平井字東原30

野田字上市場18-1

野田字上市場26-2

長篠字杉下2-1

大野字広野55

作手白鳥字セウホウ1-1

作手高里字当下18

作手保永字山中沢2-2

作手高里字下屋敷14-3

21,700～43,200

17,100～33,700

19,100～38,700

19,700～38,700

19,200～37,700

14,200～30,400

18,700～36,800

22,800～44,900

22,600～44,300

豊鉄バス宗高バス停

豊鉄バス大野田バス停

豊鉄バス大野田バス停

豊鉄バス本長篠バス停

市営バス小野バス停

豊鉄バス川合バス停

豊鉄バス高里バス停

豊鉄バス和田バス停

市営バス川尻バス停

住 宅 名� 　 所 在 地�　　　入居開始年 階数�　　　　間取り　　　　　　　　　　最寄の交通機関� 　　 駐 車 場
家賃(月額／円)
(収入により決定) 

管理
戸数

※家賃は平成22年度のものです。

（主）豊川新城線

市道八束穂県社線

大宮工業団地

市
道
大
宮
線

市
道
須
長
線

設
楽
原

歴
史
資
料
館 東郷東小

三河東郷駅

東郷中

国道151号 バイパス

国道151号

募集する市営住宅の一覧

●時 ●時●所

●対

●他

●内●定●時 ●内●定

●問 ■本

●申
●問
■本

●問

●問

●問
■本

■鳳

■作

●em
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市の大切なお知らせをお届けします

固
定
資
産
課
税
台
帳
が
縦
覧
で
き
ま
す

春
季
市
民
体
育
大
会
を
開
催
し
ま
す

縦
覧

縦
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

　
４
月
１
日

（木）
〜
５
月
31
日

（月）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
市
役
所
閉
庁
日
は
除
き
ま
す
。

　
税
務
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
納
税
者
お
よ
び
納
税
者
と
同
居

　
の
親
族

・
納
税
管
理
者

・
納
税
者
の
代
理
人
（
委
任
状
が

　
必
要
で
す
）

・
印
鑑

・
納
税
通
知
書
、
運
転
免
許
証
な

　
ど
の
本
人
確
認
で
き
る
も
の

※
法
人
の
場
合
は
申
請
書
ま
た
は

　
委
任
状
に
代
表
者
印
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。

閲
覧

閲
覧
に
供
す
る
も
の

　
土
地
・
家
屋
課
税
台
帳
（
自
己

　
の
所
有
ま
た
は
使
用
す
る
資
産
）

　
通
年

　
税
務
課
ま
た
は
鳳
来
・
作
手
各

　
総
合
支
所
地
域
振
興
課

 ・
固
定
資
産
の
所
有
者
（
固
定
資

　
産
税
を
納
め
て
い
る
方
）
納
税

　
管
理
人

・
土
地
･
家
屋
の
賃
借
権
、
使
用

　
収
益
権
の
あ
る
方

　
印
鑑
（
代
理
の
方
は
、
所
有
者

　
が
委
任
の
旨
を
記
し
、
押
印
し

　
た
も
の
。
土
地
･
家
屋
の
賃
借
権
、

　
使
用
収
益
権
の
あ
る
方
は
、
そ

　
れ
を
証
す
る
書
類
も
あ
わ
せ
て

　
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
）

　
固
定
資
産
の
所
有
者
に
は
、
所

　
有
資
産
の
課
税
資
産
明
細
書
を

　
４
月
上
旬
に
送
付
す
る
予
定
で

　
す
。

　
暖
か
い
春
の
日
差
し
の
中
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

総
合
開
会
式

　
４
月
18
日

（日）

　
午
前
8
時
30
分

※
雨
天
中
止

　
桜
淵
い
こ
い
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

大
会
種
目
と
日
程

・
卓
球
　
　
　
　
　
４
月
18
日

（日）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
　
４
月
17
日

（土）

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
４
月
18
日

（日）

・
軟
式
野
球
　
　
　
　
　

　
　
一
般
の
部
　
　
４
月
４
日

（日）

　
　
11
日

（日）
、
18
日

（日）
、
25
日

（日）

　
　
中
学
の
部
　
　
5
月
1
日

（土）

　
　
2
日

（日）
、
3
日

（祝）

　
　
学
童
の
部
　
　
４
月
24
日

（土）

　
　
25
日

（日）
、
29
日

（祝）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
一
般
の
部
　
　
４
月
18
日

（日）

　
　
壮
年
の
部
　
　
４
月
25
日

（日）

　
　
シ
ニ
ア
の
部
　
４
月
11
日

（日）

・
テ
ニ
ス
　
　
　
　
４
月
18
日

（日）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
　
　
　

　
　
一
般
の
部
　
　
４
月
25
日

（日）

　
　
中
学
の
部
　
　
４
月
29
日

（祝）

・
弓
道

　
　
中
学
の
部
　
　
４
月
3
日

（日）

　
　
一
般
の
部
　
　
４
月
18
日

（日）

・
柔
道
　
　
　
　
　
４
月
29
日

（祝）

・
剣
道
　
　
　
　
　
５
月
22
日

（土）

・
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
　
５
月
16
日

（日）

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　

　
　
家
庭
婦
人
　
　
４
月
25
日

（日）

　
　
一
般
　
　
　
　
５
月
30
日

（日）

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
ト
リ
ム
　
　
　
5
月
16
日

（日）

　
　
レ
デ
ィ
ー
ス
　
５
月
9
日

（日）

・
日
本
拳
法
　
　
　

６
月
中

・
ダ
ー
ツ
　
　
　
　
４
月
18
日

（日）

・
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
５
月
16
日

（日）

・
少
林
寺
拳
法
　
　
４
月
11
日

（日）

・
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
　
５
月
16
日

（日）

※
日
程
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
な
ど
へ
ご

　
加
入
く
だ
さ
い
。

※
原
則
と
し
て
１
人
１
種
目

　
４
月
１
日

（木）
か
ら
平
成
22
年
度

の
各
タ
ク
シ
ー
利
用
の
助
成
券
を

交
付
し
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
タ

ク
シ
ー
助
成
券
の
交
付
を
受
け
た

方
は
、
残
券
が
あ
っ
て
も
４
月
以

降
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新

た
に
平
成
22
年
度
の
助
成
券
の
交

付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

助
成
券
は
３
種
類
あ
り
ま
す
が
、

重
複
し
て
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

障
害
者
タ
ク
シ
ー
助
成
券

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
３
級
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
〜
Ｂ
判
定
の
方

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

　
〜
２
級
の
方

※
た
だ
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動

　
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　
を
除
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
物

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、

　
印
鑑

高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
助
成
券

①
満
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方

②
満
70
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の

　
世
帯
で
、
満
80
歳
以
上
の
方

③
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳

　
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
み
と
、

　
同
居
し
て
い
る
満
80
歳
以
上
の

　
方

④
18
歳
未
満
の
方
の
み
と
、
同
居

　
す
る
満
80
歳
以
上
の
方

※
助
成
の
対
象
世
帯
が
自
家
用
車

　
を
所
有
し
て
い
る
場
合
や
、
特

　
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

　
健
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

　
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
物

　
印
鑑

介
護
タ
ク
シ
ー
助
成
券

①
要
介
護
度
４
、
要
介
護
度
５
の

　
状
態
に
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
〜
２
級
の

　
体
幹
お
よ
び
下
肢
障
害
で
自
力

　
歩
行
が
困
難
な
方

※
助
成
対
象
世
帯
が
車
い
す
対
応

　
車
両
を
所
有
し
て
い
る
方
、
自

　
ら
改
造
車
を
運
転
す
る
方
、
自

　
動
車
税
・
軽
自
動
車
税
の
減
免

　
を
受
け
て
い
る
方
は
、
対
象
に

　
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
物

　
介
護
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手

　
帳
な
ど
で
対
象
者
で
あ
る
こ
と

　
を
確
認
で
き
る
物
、
印
鑑

福
祉
課
　
�
23
‐
7
6
2
4

観光課　�32‐1985

市
民
福
祉
課
　
�
37
‐
2
2
7
9

市
民
福
祉
課
　
�
32
‐
1
9
8
2

介
護
高
齢
課
　
�
23
‐
7
6
8
8

税
務
課
　
�
23
‐
7
6
1
5

ス
ポ
ー
ツ
課
　
�
23
‐
7
6
5
3

障
害
者
、
高
齢
者
福
祉
、
介
護
タ
ク
シ
ー
の
助
成
券
を
発
行
し
ま
す

しんしろさくらまつり

開催期間
　3月24日（水）～4月11日（日）

物産展開催期間　

　3月27日（土）～4月6日（火）

　庭野側「花よりだんごゾーン」で

　は特産品のならぶ観光物産展や土・

　日曜日には各種イベントが楽しめ

　ます。入船側「ゆったりお花見ゾ

　ーン」では、ぼんぼりの明かりに

　浮かぶ夜桜など、桜色に染まる桜

　淵を静かにゆったり愛でることが

　できます。

《音楽イベント》

　・マーチングバンド演奏

　・吹奏楽コンサート

　・のど自慢大会

　・よさこいおどり など

《そのほかイベント》

　・八楽書道会書道展

　・中日写真協会写真展

　・押し花教室発表展示 など

《体験イベント》

　・ＭＹはしづくり　3月28日（日）

　・おいしいお茶の話　

　　　期間中の毎週土・日曜日

　　※おいしい淹れ方講座とお菓子付

　桜うぉーく参加者募集
　　4月4日（日）　午前９時～正午

　　うでこき山周辺

　　新城青年の家

　　ウォーキングリーダーとともに、

　　健康ウォークを行います。

　　1,000円

　　3月26日（金）

　　観光課

※イベント情報の詳細は市ホームペ

　ージをご覧ください。

※イベント開催日は桜淵公園周辺道

　路で、一部交通規制がありますの

　でご注意ください。

しんしろさくらまつり

め

い

●時●時 ●所●所

●対

●対

●対

●対

●対

●時●所●対

●持

●持

●他

■本

●申
●問
■本

■鳳

●問 ■鳳

■作
●問
■本

●問
■本

●時

●所

●￥

●内

●内

●〆

●申

●集
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お
知
ら
せ

お

知
ら
せ

お

知
ら
せ

今月の人口
平成22年3月1日現在（前月比）

総人口…… 51,011人
　　　　　　　（－33）
男………… 25,138人
　　　　　　　（－11）
女………… 25,873人
　　　　　　　（－22）

世帯数………16,569

出生…26人

死亡…49人

転入…72人

転出…83人

※転出の取り消しなどで、総人

　口前月比の合計と異動事由の

　集計が一致しない月もありま

　す。

韓
国
語
講
座

春
の
特
別
展

東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

ス
ポ
ー
ツ
課

�
23
‐
7
6
5
3

�
23
‐
8
3
8
8

生
涯
学
習
課

�
23
‐
7
6
5
4

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

市
国
際
交
流
協
会

�
23
‐
７
７
８
３

sie
a

@
te

e
s.jp

「
カ
ワ
セ
ミ
ほ
か
写
真
4
人
展
」

　
か
つ
て
は
身
近
に
生
息
し
た
カ

ワ
セ
ミ
な
ど
の
写
真
展
で
す
。
自

然
の
美
し
さ
を
感
じ
と
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
４
月
１
日

（木）
〜
30
日

（金）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
30
日
は
午
前
中
の
み
展
示

　
観
来
館
（
鳳
来
寺
山
　
表
参
道

　
入
口
）

　
休
館
日
は
月
・
火
曜
日

観
来
館
4
月
の
展
示

地
域
振
興
課

�
32
‐
0
5
1
3

み
に
こ
ん
か
ん

市
民
・
県
民
交
流
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
大
会

広
告

　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
は
、
地

図
と
コ
ン
パ
ス
を
見
て
、
自
然
の

中
の
ポ
イ
ン
ト
を
ゲ
ッ
ト
す
る
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。
今
回
の
大
会
は
、

ア
ジ
ア
選
手
権
大
会
と
同
時
開
催

さ
れ
、
国
内
外
か
ら
多
く
の
選
手

が
出
場
し
ま
す
。
大
会
を
盛
り
上

げ
る
た
め
に
も
交
流
大
会
に
皆
さ

ん
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
５
月
５
日
（
祝
）

　
鬼
久
保
ふ
れ
あ
い
広
場
な
ど

　
ス
ポ
ー
ツ
課
ま
で
電
話
ま
た
は

　
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

　
４
月
28
日

（水）

10
歳
若
返
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
姿
勢
改
善
と
脂
肪
燃
焼
の
た
め

に
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
ま
ず
、
一
歩
を
踏
み
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。
体
は
必
ず
応
え
て

く
れ
ま
す
。

　
４
月
19
日

（月）
〜
６
月
28
日

（月）

　
毎
週
月
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
 

　
鳳
来
中
央
集
会
所

　
市
内
在
住
で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

　
興
味
の
あ
る
方

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
４
月
５
日

（月）

　
午
前
８
時
30
分
〜

　
無
料

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。
運
動
嫌
い
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

　
ク
が
気
に
な
る
人
も
ぜ
ひ
ど
う

　
ぞ
。

「
夜
の
蝶
―
蛾
の
世
界
・
宗
川
元

章
の
標
本
か
ら
―
」

　
4
月
24
日

（土）
〜
5
月
5
日

（水）

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
　
210
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
100
円

「
作
手
高
原
の
花
を
楽
し
む
」

　
4
月
29
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

　
作
手
地
域

　
作
手
総
合
支
所

　
博
物
館
学
術
委
員
（
植
物
分
野
）

　
50
人

　
大
人
　
　
　
　
　
　
　
　
500
円

　
小
・
中
学
生
　
　
　
　
　
300
円

　
筆
記
具
、
弁
当
、
飲
み
物

　
野
外
観
察
、
山
歩
き
が
で
き
る

　
服
装

生
け
花
（
花
芸
安
達
流
）

　
毎
週
火
曜
日
（
月
３
回
）

　
午
後
６
時
〜
９
時

　
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

着
付
け

　
毎
週
火
曜
日
（
月
３
回
）

　
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

　
５
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

籐
工
芸

　
第
２
木
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時

　
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方
で
35
歳

　
未
満
の
方

　
サ
ー
ク
ル
ご
と
に
活
動
費
・
材

　
料
費
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

木
工
教
室

　
５
月
〜
10
月

　
毎
月
第
２
土
曜
日
、
第
３
・
第

　
４
木
曜
日
、
第
４
日
曜
日
の
い

　
ず
れ
か
２
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
鳳
来
就
業
棟

　
テ
ー
ブ
ル
か
ら
小
物
、
設
計
加

　
工
製
作
ま
で
指
導

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
木
工
班
）

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
 

　
月
額
　
　
　
　
3,
0
0
0
円

※
材
料
費
別

陶
芸
教
室

　
６
月
〜
11
月

　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
市
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー

　
東
陽
就
業
棟
 

　
湯
呑
み
・
花
瓶
・
皿
な
ど
、
土

　
練
り
か
ら
下
絵
つ
け
焼
成
ま
で

　
の
工
程
を
指
導

　
シ
ル
バ
ー
会
員
（
陶
芸
班
）

　
市
内
在
住
・
在
勤
の
方

　
15
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
月
額
　
　
　
　
3,
0
0
0
円

※
材
料
費
・
焼
成
代
込
み

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
〜
歩
い
て

知
る
東
三
河
の
自
然
と
史
跡
〜
」

（
全
６
回
）

　
東
三
河
と
い
う
地
域
が
も
つ
さ

ま
ざ
ま
な
魅
力
と
課
題
、
そ
の
多

様
な
姿
を
学
ぶ
生
涯
学
習
講
座
で

す
。
東
三
河
の
市
町
が
一
つ
に
な

っ
て
企
画
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
「
観
る
・
触
れ
る
」

を
テ
ー
マ
に
東
三
河
を
歩
き
ま
す
。

第
１
回

　
５
月
15
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
蒲
郡
市
民
会
館
、
竹
島

　
国
の
天
然
記
念
物
「
竹
島
」
と

　
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
蒲
郡
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

　
イ
ド
　
林
 

正
夫

氏
ほ
か

第
２
回

　
５
月
22
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
医
王
寺
周
辺

　
「
長
篠
の
戦
い
」
所
縁
の
史
跡

　
を
め
ぐ
る

　
鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館
学

　
術
委
員
　
横
山
良
哲

氏

第
３
回

　
５
月
29
日

（土）

　
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

　
き
ら
ら
の
森

　
き
ら
ら
の
森
を
歩
こ
う

　
愛
知
県
自
然
公
園
指
導
員

　
加
藤
博
俊

氏

第
４
回

　
６
月
５
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
県
営
東
三
河
ふ
る
さ
と
公
園

　
「
環
境
の
日
」
東
三
河
ふ
る
さ

　
と
公
園
の
自
然
探
訪

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
三
河
自
然
観
察

　
会
理
事
　
天
野
保
幸

氏

第
５
回

　
６
月
12
日

（土）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
三
河
田
原
駅
周
辺

　
渡
辺
華
山
と
田
原
の
城
下
町
を

　
知
ろ
う

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
た
は
ら

　
の
風
事
務
局
長

 
林
 

和
彦

氏

第
６
回

　
６
月
19
日

（土）

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　
葦
毛
湿
原
 

　
自
然
を
歩
こ
う
！
葦
毛
湿
原

　
ほ
の
国
豊
橋
案
内
人
会
長
　
　

　
坂
口
正
治

氏

　　
ど
な
た
で
も
（
5
〜
6

km
の
行

　
　
程
を
歩
け
る
方
）

　
50
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　
と
な
り
ま
す
。
結
果
は
全
員
に

　
郵
送
し
ま
す
。

　
無
料

　
４
月
26
日

（月）

　
各
回
と
も
現
地
集
合
、小
雨
決
行

　
４
月
か
ら
全
12
回
コ
ー
ス
の
韓

国
語
講
座
（
初
級
ク
ラ
ス
）
を
開
講

し
ま
す
。
６
月
に
は
李
先
生
と
行

く
韓
国
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
第
Ⅰ
期
（
６
回
）

　
４
月
16
日

（金）
〜
５
月
21
日

（金）

　
第
Ⅱ
期
（
６
回
）

　
６
月
４
日

（金）
〜
７
月
９
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日

　
午
後
６
時
45
分
〜
７
時
45
分

　
文
化
会
館
104
会
議
室

　
愛
知
新
城
大
谷
大
学

特
任
講
師

　
李
　
建
胤

氏

　
25
人
程
度

※
先
着
順
　

　
１
５，
０
０
０
円

※
１
２
，

０
０
０
円
（
Ⅰ
・
Ⅱ
期

　
受
講
料
）
＋
３，
０
０
０
円
（
協

　
会
会
費
）

　
４
月
９
日

（金）

※
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
６
月
に
李
先
生
と
行
く
韓
国
ツ

　
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　

（
訪
問
先
、
日
程
は
参
加
者
と
相

　
談
、
参
加
自
由
）

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

�
23
‐
5
6
6
6

商
工
課

�
23
‐
7
6
3
4

自
然
を
た
の
し
く
学
ぶ

野
外
学
習
会

木
工
・
陶
芸
教
室
受
講
生
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
各
種

サ
ー
ク
ル
仲
間
を
募
集

健
康
教
室
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

参
加
者
を
募
集

鳳
来
寺
山
自
然
科
学
博
物
館

�
35
‐
1
0
0
1

�
35
‐
5
0
1
2

hri-hakub
utukan1@

city.shinshiro.lg.jp

すずたつ→検索

ふれあい相続後見センター

法務経営顧問　39,800円（年間）先着順、限定

鈴木達也行政書士事務所
新城市宮ノ西4-16

くらし・ビジネス・サポートセンター

★「相続」「遺言」「後見」★「補助金」「経営革新」 

★各種補助金コンサルティング・申請代行

会社・ＮＰＯ・公益法人　契約　離婚

農地法　各種許認可　不動産　入国管理

【相談無料】�0536-22-4175

suzutatsu@tees.jp（メール推奨）

広
告

ゆ

か

り

●内

●時

●対

●対

●持

●￥

●￥

●￥●￥

●￥●他

●他

●他

●内

●講

●講

●定

●定

●定

●定 ●応

●〆

●〆

●講

●講

●集

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

講師・指導

募集人員

応募方法日時・期間

場所・会場

集合場所

受け付け

締め切り

そのほか

費用・会費

ホームページ

Eメール

持ち物

本庁

鳳来総合支所

作手総合支所

省略文字の見方

●時 ●問
■鳳

●￥

●所

よ

し

あ

き

ひ

ろ

と

し

や

す

ゆ

き

ま

さ

は

る

イ

ー

　

　

ゴ

ン

ユ

ン

し
ょ
う
せ
い

●所

●時

●時

●所 ●時●所

●所●内●対

●対

●￥

●￥

●対

●定

●定

●講 ●時

●時●定 ●時●定

●定

●時

●所

●時●所

●時

●時

●他 ●〆 ●所

●所●内●講 ●時●所

●内

●受●他

●講 ●時●所●内●講●講 ●時●所●内 ●時●所

●内●講 ●時●所

●em

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問
■本

●申
●問

●申
●問

●申
●問

●em ●申
●問
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新城図書館だより
新城図書館 　�23‐2333　�24‐3415●問

　鳳来・作手各総合支所で下記サービス

をご利用になれます。

貸出券作成　鳳来・作手各総合支所でも交

　　　　　付の申請可。後日自宅に郵送。

ファックス貸出　ファックスで申し込めば、一

　　　　　度に3冊まで鳳来・作手各総

　　　　　合支所へ届けます。

鳳来・作手各総合支所を通じての
サービスのお知らせ

おすすめ新着図書の紹介

「カッコウの卵は誰のもの」　

東野圭吾／著　光文社

　スキー選手である娘の

所属チームから遺伝子情

報の提供を依頼された父

親は、頑なに拒み…。才

能や父性をめぐる感動ミ

ステリーです。

「しごとば」「続 しごとば」　

鈴木のりたけ／作　ブロンズ新社

　子どもたちに人気の職

業の「しごとば」が、イ

ラストで細かくわかりや

すく再現されている児童

書です。道具や仕事の流

れもよくわかります。

「まくらのせんにん―そこのあなたの巻」
かがくいひろし／作　佼成出版社

　まくらの仙人と敷布団

のしきさん、掛け布団の

かけさんご一行の、ほの

ぼの絵本第２弾です。驚

きのしかけをお楽しみに！

■今月は「新たな一歩を踏み出したあな  

    たに贈る本」の特集です。

地
域
整
備
課

�
37
‐
2
2
9
7

都
市
計
画
課

�
23
‐
7
6
4
0

地
域
整
備
課

�
32
‐
1
9
7
7

健
康
教
室
ヨ
ガ
の
参
加
者
を
募
集

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

区
域
が
拡
大
し
ま
す

市
障
害
者
手
当
の
振
り
込
み

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
ま
し
ょ
う

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者

お
よ
び
空
家
待
機
者
募
集

下
水
道
課

�
23
‐
7
6
4
4

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

�
32
‐
3
2
2
1

新
城
警
察
署
だ
よ
り

人
を
守
る
の
は
、
人
し
か
い
な
い

〜
愛
知
県
警
察
官
募
集
〜

　
今
、
や
り
が
い
や
達
成
感
を
得

る
た
め
に
仕
事
に
就
こ
う
と
考
え

て
い
る
あ
な
た
。
あ
な
た
は
、
未

来
を
担
う
愛
知
県
警
察
の
一
員
と

な
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
の
警
察
署
や

警
察
本
部
へ
の
直
通
電
話
（
０
５
２

‐
９
６
１
‐
１
４
７
９
）
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

「
し
ん
し
ろ
『
安
心
・
安
全
』

ま
ち
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催

　
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
、
交
通
安

全
や
犯
罪
予
防
の
寸
劇
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
へ
の
試
乗
な
ど
、
催
し

も
盛
り
沢
山
で
す
。

　
４
月
10
日

（土）

　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
お
よ
び
は

　
な
の
き
広
場

主
催

　
新
城
警
察
署

　
新
城
市
交
通
安
全
推
進
協
議
会

　
し
ん
し
ろ
安
全
・
安
心
で
快
適

　
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

共
催

　
交
通
安
全
協
会
新
城
支
部

　
新
城
安
全
運
転
管
理
協
議
会

　
新
城
防
犯
協
会
連
合
会

新
城
警
察
署

�
22
‐
0
1
1
0

児
童
扶
養
手
当
の
振
り
込
み

児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ
を
再
開
し
ま
す

　
児
童
扶
養
手
当
（
平
成
21
年
12

〜
３
月
分
）
を
４
月
９
日

（金）
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の

方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
届
け

　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
か
ら
申
請
予
約
の

受
付
方
法
を
変
更
し
、
年
４
回
に

分
け
て
行
い
ま
す
。
今
回
は
４
月

か
ら
６
月
に
設
置
す
る
も
の
を
４

月
１
日

（木）
か
ら
下
水
道
課
ま
た

は
鳳
来
・
作
手
各
総
合
支
所
地
域

整
備
課
で
先
着
順
に
受
け
付
け
ま

す
。

　
市
で
は
児
童
虐
待
な
ど
の
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
児
童
虐
待
や
虐
待
の
疑

い
が
あ
る
場
合
に
は
、
迷
わ
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
者
や
連

絡
し
て
い
た
だ
い
た
方
の
秘
密
は
、

堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は

・
身
体
的
虐
待
―
叩
く
、
殴
る
、

　
蹴
る
な
ど
の
暴
力

・
ネ
グ
レ
ク
ト
―
長
時
間
の
放
置
、

　
監
護
を
著
し
く
怠
る
な
ど
の
育

　
児
放
棄

・
心
理
的
虐
待
―
無
視
を
す
る
、

　
罵
声
を
あ
び
せ
る
な
ど
言
葉
で

　
脅
し
心
理
的
な
外
傷
を
与
え
る

・
性
的
虐
待
―
性
的
行
為
を
強
要

　
す
る
な
ど

　
長
篠
保
育
園
改
築
工
事
に
伴
い

休
館
し
て
い
た
児
童
館
た
ん
ぽ
ぽ

を
、
４
月
か
ら
再
開
し
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

休
館
日

　
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

※
こ
ど
も
の
日
は
開
館

住
所

　
新
城
市
長
篠
字
日
焼
９
番
地
２

　
４
月
１
日

（木）
か
ら
野
田
字
「
幹

徳
・
皆
津
・
大
野
田
・
専
徳
・
権

現
」
、
川
田
字
「
天
王
前
・
堂
ノ

前
・
下
側
・
仲
屋
敷
・
新
平
・
野

中
・
八
幡
前
・
新
丸
田
」
、
平
井

字
「
沖
野
・
原
・
ノ
ナ
カ
」
の
一

部
区
域
で
、
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
区
域
に
土
地
・
建
物
を
所

有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
方
は
、

速
や
か
に
排
水
設
備
（
汚
水
を
下

水
道
本
管
に
導
く
た
め
の
管
な
ど

の
設
備
）
を
設
置
し
て
、
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
接
続
工
事
の
申
し
込
み
は
、

市
の
指
定
工
事
店
へ
お
願
い
し
ま

す
。

　
市
障
害
者
手
当
（
平
成
21
年
12

〜
３
月
分
）
を
３
月
31
日

（水）
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
受
給
者
の

方
は
金
融
機
関
で
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

※
転
居
、
転
出
な
ど
の
際
は
届
け

　
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

体
の
中
か
ら
き
れ
い
に
な
ろ
う
ヨ
ガ

　
健
康
と
美
容
に
最
適
で
、
精
神

的
な
ス
ト
レ
ス
を
癒
す
と
言
わ
れ

る
ヨ
ガ
。
メ
タ
ボ
対
策
や
ス
ト
レ

ス
解
消
に
も
一
役
買
う
こ
と
間
違

い
な
し
。
ヨ
ガ
で
体
の
中
か
ら
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
４
月
23
日

（金）
〜
６
月
25
日

（金）

　
毎
週
金
曜
日
（
10
回
実
施
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
西
部
公
民
館

　
市
内
在
住
の
方
（
初
心
者
大
歓

　
迎
）

　
50
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

　
４
月
９
日

（金）

　
午
前
８
時
30
分
〜

　
無
料

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
が
必
要
で
す
。
購

　
入
を
希
望
す
る
方
は
、
電
話
受

　
付
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
（
１，
０
０
０
円
程
度
）

　
初
心
者
を
対
象
に
し
た
講
座
で

　
す
か
ら
無
理
な
く
始
め
ら
れ
ま

　
す
。

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

保
険
医
療
課

�
23
‐
7
6
2
5

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

児
童
虐
待
の
相
談
窓
口

児
童
課

�
23
‐
7
6
2
2

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
1
1

下
水
道
課

�
23
‐
7
6
4
4

地
域
整
備
課

�
32
‐
1
9
8
8

地
域
整
備
課

�
37
‐
2
2
9
8

福
祉
課

�
23
‐
7
6
2
4

市
民
福
祉
課

�
32
‐
1
9
8
2

市
民
福
祉
課

�
37
‐
2
2
7
9

募
集
住
宅

城
山
ハ
イ
ツ

　
新
城
市
作
手
高
里
字
松
風
呂
17

申
込
用
紙
の
交
付
期
間
お
よ
び
場
所

　
４
月
１
日

（木）
〜
平
成
23
年
3

　
月
31
日

（木）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

　
都
市
計
画
課
ま
た
は
鳳
来
・
作

　
手
各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間

　
４
月
５
日

（月）
〜
平
成
23
年
3

　
月
31
日

（木）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
　

　
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

　
①
入
居
予
定
者
の
中
に
暴
力
団

　
　
員
が
い
な
い
こ
と
。

　
②
月
額
所
得
が
15
万
8,
0
0
0

　
　
円
以
上
（
所
得
の
上
昇
が
見

　
　
　込
ま
れ
る
場
合
は
12
万
3,

　
　
0
0
0
円
以
上
）48
万
7,
0

　
　
0
0
円
以
下
の
方
で
、
自
ら

　
　
居
住
す
る
た
め
住
宅
を
必
要

　
　
と
す
る
方
の
う
ち
、
現
に
同

　
　
居
し
て
い
る
か
、
同
居
し
よ

　
　
う
と
す
る
親
族
が
い
る
こ

　
　
と
。

戸
数
（
全
10
戸
）

　
３
D
K
　
４
戸
（
家
賃
５
万
円
）

　
２
D
K
　
６
戸
（
家
賃
４
万
円
）

空
戸
数

　
３
D
K
　
２
戸

　
２
D
K
　
１
戸

※
申
し
込
み
の
先
着
順
に
入
居
決

　
定
し
、
空
戸
数
に
達
し
た
後
の

　
申
込
者
は
、
空
家
待
機
者
と
し

　
て
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

　
家
族
構
成
・
収
入
金
額
な
ど
、

　
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

広
告

今年は、国民読書年です!

ご家族皆さんで、
大いに読書を
楽しみましょう！  「じゃあ、読もう!」

始めました

お値打ちメニュー続出!

牛タン塩…400円などなど税込105円

赤ちゃんからおじいちゃんまで

お一人様一皿限定20人なら20皿!!

税込420円

得

無休

★時間外のご来店をご希望の方は
　TELにてご相談ください。
★ご予約TEL歓迎!!

0120-829-003
フリーダイヤル　 ヤキニク　 オオミ

営 業 時 間　PM5:00～PM9:00
新城市大海　TEL0536（25）0734

ご予約

至
大
野

至
長
篠

至
新
城
市
街

清井田

至飯田

三愛
OSG

GS

JR飯田線

大海

ココ

市
民
パ
ソ
コ
ン
塾
〔
4
月
分
〕

　
4
月
17
日

（土）
　
　
　
　

　
午
後
１
時
〜
５
時
（
計
4
時
間
）

　
新
城
ま
ち
な
み
情
報
セ
ン
タ
ー

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
、
18

　
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
　

　
12
人（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１，
０
０
０

　
円
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

申
込
期
間

　
3
月
23
日

（火）
〜
4
月
5
日

（月）

じ
ょ
う
ほ
う
課

�
23
‐
7
6
1
2

�
23
‐
2
0
0
2

jo
h

o
-2

@
c

ity.sh
in

sh
iro

.lg
.jp

●時

●時

●所

●所

●時●所

●受 ●対

●対

●￥

●他

●他 ●定

ひがし の　け い ご

かたく

■本 ■作

●申
●問

■鳳

■本
●問

■本
●問

●問

■鳳

■本

●申
●問

■本

●申
●問

■作

■鳳

■本
●問

■作

■鳳 ■本
●問

■作

■鳳 ■本

●申
●問

■作

●時●所●対●￥ ●定

●em

●申
●問
■本
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●問 環境課　　　�23‐7677・�23‐8388

生活衛生課　�22‐0521・�22‐0554

生
活
衛
生
課
　
�
22
‐
0
5
2
1

本

　
４
月
か
ら
作
手
地
区
の
「
可
燃
ご
み
」

の
収
集
日
が
変
わ
り
ま
す
。

　
ご
み
を
出
す
時
は
、
収
集
漏
れ
を
な

く
す
た
め
、
必
ず
収
集
日
当
日
の
朝
８

時
30
分
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場
へ

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
祝
日
の
場

合
な
ど
は
収
集
し
ま
せ
ん
の
で
、
お
間

違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー
ナ
ー
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　
こ
の
た
び
「
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
コ
ー

ナ
ー
」
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
名
称
は
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

で
す
。
「
リ
ユ
ー
ス
＝
再
使
用
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、
た
く
さ
ん
の
方
が
集

ま
る
（
利
用
す
る
）
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
は
、
毎
月
こ

の
「
エ
コ
と
ぴ
っ
く
す
」
内
で
掲
載
し

て
い
き
ま
す
が
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
過
去
の
受
付
状
況
を
掲
載
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
第
５
回
目
と
な
る
「
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
市
民
団
体
や
学
生
な

ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち
と

と
も
に
開
催
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
段

階
か
ら
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
、
楽
し
く
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
今
年
も
さ
ら
に
発
展
し
た
取
り
組
み

と
な
る
よ
う
に
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

や
行
動
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

　
市
の
環
境
基
本
条
例
に
基
づ
い
て
毎

年
発
行
す
る
環
境
報
告
書
「
新
城
市
の

環
境
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
の
環
境

の
取
り
組
み
や
報
告
書
の
内
容
な
ど
に

つ
い
て
、
ぜ
ひ
、
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
報
告
書
は
、
「
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
「
ふ
る
さ
と
情
報
館

（
文
化
会
館
内
）
」
「
環
境
課
（
市
民

体
育
館
一
階
）
」
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
課
で
行
う
「
し
ん
し
ろ

エ
コ
･
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
も
貸
し
出

し
し
て
い
ま
す
。

「
新
城
市
の
環
境
」
へ
の
ご
意
見
・
ご

要
望
の
郵
送
先

　
〒
４
４
１
‐
１
３
９
２

　
（
住
所
は
不
要
）

　
新
城
市
役
所
環
境
課

�
23
‐
７
６
７
７
（
直
通
）

�
23
‐
８
３
８
８

　k
an

k
y
ou

@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

「
新
城
市
の
環
境
」
を

作
成
し
ま
し
た

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

「
可
燃
ご
み
」
の
収
集
日

変
更
の
お
知
ら
せ

和田公民館

見代公民館

田代リサイクルセンター

農協南部出張所

赤羽根 黒谷治六氏宅前

東高松新島川橋

鴨ヶ谷 消防詰所

市場集会所

須山老人憩の家

相寺老人憩の家

川合ごみ集積所前

野郷バス停

小滝 松井茂氏宅前

守義バス車庫前

農協北部出張所

下木和田

上木和田

善夫 斎藤孝子氏宅前

黒瀬 消防詰所

岩波吉祥院

東田原公民館

西田原公民館

西田原権田理吉氏宅前

中河内老人憩の家

中河内権田栄一氏宅前

作手総合支所前

長篠西公会堂

本郷構造改善センター

浅下集会所

寺林公民館

門谷 旧高校寄宿舎前

玖老勢コミュニティプラザ

副川集会所

川売集会所

海老構造改善センター

須山集会所

四谷・大代旧自転車置場

連谷 消防詰所

岡・大草公会堂

吉村老人憩の家

睦平公民館

細川公民館

巣山公民館

旧農協一色出張所

阿寺公民館

大野 中央集会所

引地公民館

井代公民館

午前 9時10分～ 9時20分

午前 9時35分～ 9時45分

午前10時 5分～10時20分

午前10時30分～10時35分

午前10時45分～10時50分

午前11時 5分～11時15分

午前11時35分～11時50分

午後 1時　　～ 1時20分

午後 1時25分～1時40分

午後 1時50分～2時 5分

午後 2時15分～ 2時25分

午後 2時35分～ 2時45分

午前 9時40分～ 9時50分

午前10時　　～10時10分

午前10時20分～10時35分

午前10時50分～10時55分

午前11時　　～11時 5分

午前11時20分～11時30分

午前11時40分～11時50分

午後 1時　　～ 1時 5分

午後 1時10分～ 1時20分

午後 1時30分～ 1時45分

午後 1時55分～ 2時 5分

午後 2時15分～ 2時25分

午後 2時35分～ 2時45分

午後 3時　　 ～ 3時25分

午前 9時　5分～ 9時15分

午前  9時25分～　9時40分

午前 9時50分～10時　　

午前10時10分～10時20分

午前10時30分～10時40分

午前10時50分～11時10分

午前11時20分～11時30分

午前11時45分～11時55分

午後　1時10分～ 1時30分

午後 1時45分～ 1時55分

午後 2時10分～ 2時20分

午後 2時30分～ 2時40分

午後 3時　　～ 3時10分

午後 3時20分～ 3時30分

午前　9時　　～ 9時10分

午前 9時15分～ 9時25分

午前 9時35分～ 9時45分

午前 9時55分～10時　5分

午前10時25分～10時35分

午前10時50分～11時15分

午前11時25分～11時35分

午前11時45分～11時55分

午後 1時　　～ 1時10分

午後 1時20分～ 1時30分

午後 1時40分～ 1時50分

午後 1時55分～ 2時　5分

午後 2時15分～ 2時25分

午後 2時40分～ 2時45分

午後 2時55分～ 3時　5分

午後 3時15分～ 3時25分

午後 3時40分～ 4時　　

午前 9時　　～ 9時20分

午前 9時30分～ 9時50分

午前10時　5分～10時15分

午前10時25分～10時35分

午前10時40分～10時50分

午前11時 5分～11時20分

午前11時25分～11時45分

午後 1時　　～ 1時10分

午後 1時20分～ 1時35分

午後 1時45分～ 1時55分

午後 2時 5分～ 2時20分

午後 2時30分～ 2時35分

午後 2時45分～ 2時55分

午後 3時 5分～ 3時10分

午後 3時20分～ 3時40分

午前 9時20分～ 9時30分

午前 9時40分～ 9時50分

午前10時　　～10時10分

午前10時30分～10時35分

午前10時40分～10時45分

午前11時　　～11時10分

午前11時20分～11時40分

午後 1時　　～ 1時30分

午後 1時40分～ 　2時 5分

午後 2時15分～ 2時40分

午後 2時50分～ 3時15分

午前 9時　　～ 9時20分

午前 9時30分～ 9時55分

午前10時 5分～10時25分

午前10時35分～10時50分

午前11時　　～11時20分

午前11時30分～11時50分

午後 1時　　～ 1時20分

午後 1時30分～ 2時 5分

午後 2時15分～ 2時50分

午前 8時55分～ 9時20分

午前 9時30分～10時　　

午前10時10分～10時40分

午前10時50分～11時30分

午後 1時　　～ 1時25分

午後 1時40分～ 1時55分

午後 2時　5分～ 2時30分

能登瀬公民館

名越公民館

名号集会所

三河川合駅前

池場国民運動場入口

柿平 鈴木彬太氏宅前

三河槙原駅前

湯谷温泉駅前

鳳来総合支所車庫前

塩沢構造改善センター

吉川公民館

竹ノ輪公民館

多利野バス停

黄柳野公民館

山吉田トレーニングセンター

下吉田公民館

新戸公民館

定国老人憩の家

蔵平公会堂

乗本公民館

栗衣公会堂

大栗 消防器具庫

本久集会所

川路公民館

源氏お寺

恩原 三和太屋

大輪 光輪寺

上島田三叉路

中島田神社前

塩瀬公民館

布里生活改善センター

有海勤労者センター

大海公民館

須長公民館

富永川上公会堂

大野田公民館

川田公民館駐車場

川田原公民館

市場台西公園（資源回収会場）

野田公民館

稲木公民館

今出平公民館

杉山萬福寺前

平井公民館

庭野公民館

黒田公民館

中宇利集落センター

富岡ふるさと会館

一鍬田公民館

富永神社会館前

市民体育館駐車場

4月12日
（月）

作手地区

4月13日
（火）

作手地区

4月14日
（水）

鳳来地区

4月15日
（木）

鳳来地区

4月15日
（木）

鳳来地区

4月16日
（金）

新城地区

鳳来地区

4月19日
（月）

新城地区

鳳来地区

4月21日
（水）

新城地区

4月20日
（火）

新城地区

月   日　　　　会    　　 場� 　　　　　　実 施 時 間 月   日　　　　 会    　　 場�　　　　　　 実 施 時 間

平成22年度

 犬の登録と狂犬病予防集合注射を行います
最寄りの会場で受けてください。都合のつかない方は、動物病院でも狂犬病予防注射が受けられます。

　　持参するもの
愛犬手帳・通知はがき・料金

　料金　　予防注射のみ�　　　　 1頭　3,300円

 　　　　　新規登録と予防注射　　1頭　6,300円

（新規登録の方には、愛犬手帳・鑑札を交付します）

狂犬病は、人にも感染し、発

症すると致死率ほぼ100％

の恐ろしい病気です。必ず予

防注射を受けましょう！

市には、犬のふんの後始末に関する苦情がしばしば寄せられます。
ふんの後始末は飼い主のマナーです。散歩時には必ずふんを持ち帰りましょう。

 犬の登録と狂犬病予防集合注射を行います

狂犬病予防集合注射日程表狂犬病予防集合注射日程表

ふんの後始末を

　　　お願いします。

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
新
城

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

環
境
課
　
�
23
‐
7
6
7
7

昨年の実行委員会で創出した「ハチドリのひとしずく」

「
新
城
市
の
環
境
」
を

作
成
し
ま
し
た

収集日が変わる地区

地　区�　対　　　象　　 収集日

作　手

菅守小学校区

開成小学校区

巴小学校区

協和小学校区

火・金
曜日

※上表以外の地区にお住まいの方は、現在
　の収集日に出してください。
※詳しくは「平成 22 年度版　資源・ごみ
　収集カレンダー」をご覧ください。

「
可
燃
ご
み
」
の
収
集
日

変
更
の
お
知
ら
せ

〔
譲
り
た
い
も
の
〕

・
冷
蔵
庫

・
押
し
車

・
浄
水
器
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
三
菱
製
）

・
学
習
机
（
子
ど
も
用
）
 

・
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
イ
ク

・
ワ
ン
タ
ッ
チ
ス
タ
ン
ド
（
オ
フ
ロ
ー
ド

　
バ
イ
ク
用
）
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

〔
譲
っ
て
ほ
し
い
も
の
〕

・
洗
濯
機

・
冷
蔵
庫

・
ガ
ス
コ
ン
ロ

・
機
織
機
（
は
た
お
り
き
）

・
糸
つ
む
ぎ
機

・
グ
ロ
ー
ブ
（
右
利
き
）

・
金
属
バ
ッ
ト
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
用
）

・
家
庭
用
シ
ー
リ
ン
グ
フ
ァ
ン

「
譲
り
た
い
も
の
」
と
「
譲
っ
て
ほ
し
い
も

の
」
の
あ
る
人
は
、
①
氏
名
②
住
所
③

電
話
番
号
を
生
活
衛
生
課
へ
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
（
受
付
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
も
可
能
で
す
）

　clean
-cen

ter@
city

.sh
in

sh
iro.lg

.jp

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
「
ホ
ー

　
ム
↓
「
く
ら
し
」
↓
「
環
境
･
衛

　
生
」
↓
「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」
で

　
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
画
像
の

　
掲
載
も
可
能
で
す
の
で
、
希
望
さ

　
れ
る
方
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
な
ど

　
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の「
リ
ユ
ー
ス
の
広
場
」

●対 ●問
本

●問

●em

●em
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市民病院発

●問 市民病院　総務課
�23‐7852

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
発
が
ん
性
の
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）

の
感
染
が
原
因
で
子
宮
の
入
口
に
で

き
る
が
ん
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
多
く
の

場
合
、
自
然
に
排
除
さ
れ
る
の
で
す

が
、
排
除
さ
れ
な
か
っ
た
一
部
の
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
が
長
期
間
続
く
と
、

子
宮
頸
部
の
細
胞
が
異
常
な
形
態
（
前

が
ん
病
変
）
と
な
り
、
さ
ら
に
前
が

ん
病
変
の
一
部
が
、
が
ん
細
胞
へ
と

変
化
し
ま
す
。

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は

100

種
類
以
上
あ
り
、

そ
の
中
で
も
女
性
生
殖
器
関
連
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
は

40

種
類
前
後
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
発
が
ん
性
の
も
の
は
10

数
種
類
と
な
っ
て
い
ま
す
。
発
が
ん

性
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
渉
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
が
、
性
交
経
験
の
あ
る
女
性

の
約
８
割
の
方
が
一
生
の
う
ち
に
一

度
は
感
染
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ

ど
、
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
幅
広
い
年
代
の
女

性
に
み
ら
れ
ま
す
が
、
特
に
最
近
で

は
20

代
か
ら
30

代
の
方
に
急
増
し

て
い
ま
す
。

　
も
し
、
子
宮
頸
が
ん
に
な
っ
て
も
、

は
じ
め
の
う
ち
は
自
覚
症
状
が
な
い

た
め
、
自
分
で
は
な
か
な
か
気
づ
く

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ

Ｖ
は
一
度
排
除
さ
れ
て
も
、
何
度
で

も
感
染
す
る
た
め
、
定
期
的
に
検
診

を
受
け
る
な
ど
し
て
早
期
発
見
に
努

め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
く
初
期

の
段
階
で
発
見
で
き
れ
ば
、
多
く
の

場
合
、
子
宮
を
温
存
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
進
行
す
る
と
子
宮
全
体

の
摘
出
や
放
射
線
治
療
、
薬
を
使
っ

た
治
療
も
必
要
と
な
り
、
妊
娠
や
出

産
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
従
来
、
日
本
に
お
け
る
子
宮
頸
が

ん
の
予
防
に
は
定
期
的
な
検
診
以
外

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
海
外
で
は
す

で
に
100

カ
国
以
上
で
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
よ
る
予
防
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
で
は
近
ご
ろ
よ
う
や

く
ワ
ク
チ
ン
の
販
売
が
許
可
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
発
が
ん
性
Ｈ
Ｐ
Ｖ

の
う
ち
、
子
宮
頸
が
ん
か
ら
多
く
見

つ
か
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
16

型
と
18

型
の
２

種
類
の
感
染
を
ほ
ぼ
100

パ
ー
セ
ン

ト
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
は
現
時
点
で
７
年
程
度
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
経

過
観
察
に
よ
り
さ
ら
に
延
長
さ
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
か
ら
と
い

っ
て
絶
対
に
子
宮
頸
が
ん
に
な
ら
な

い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワ
ク
チ
ン
で
予
防
で
き
な
い
ウ
イ
ル

ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
す
で
に
感

染
し
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
を
排
除
し
た
り
、

す
で
に
発
症
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん

や
前
が
ん
病
変
の
進
行
を
遅
ら
せ
た

り
、
治
療
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

子
宮
が
ん
検
診
は
必
要
な
の
で
す
。

　
子
宮
頸
が
ん
は
、
予
防
接
種
と
定

期
検
診
で
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
予
防
接
種
は
、
ま
だ
感
染
の
可

能
性
が
な
い
（
性
交
経
験
が
な
い
）

10

歳
以
上
の
方
が
最
も
効
果
が
高

ま
り
ま
す
。
性
交
経
験
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
期
待

で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
何
度
も
感
染
す
る

た
め
、
予
防
接
種
で
次
の
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
予
防
接
種
は
、
１
回
目
を
接
種
し

て
か
ら
１
カ
月
後
と
６
カ
月
後
の
計

３
回
行
い
ま
す
。
３
回
接
種
す
る
こ

と
で
十
分
な
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
た

め
、
キ
チ
ン
と
最
後
ま
で
接
種
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
販

売
開
始
か
ら
日
が
浅
い
た
め
、
医
療

機
関
に
よ
っ
て
は
取
り
扱
っ
て
い
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
に
医
療
機
関

へ
確
認
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
民
病
院
で
は
２
月
か
ら

予
約
制
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
、
料
金
は
３

回
分
で
お
よ
そ
４
万
３
千
円
で
す
。

詳
し
く
は
婦
人
科
外
来
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種

新城市民病院
　　　　婦人科

 　診療部長　出向洋人
で 　むかい ひ ろ 　と

新城保健センター �23‐8551

鳳来保健センター �32‐2811

作手保健センター �37‐2839

鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

集
団
が
ん
検
診（
要
申
込
）

　
４
月
26
日

（月）
　
午
前
実
施

　
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺

　
が
ん

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望
さ

　
れ
る
方
は
、
鳳
来
保
健
セ
ン
タ
ー

　
で
容
器
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
胃
が
ん
　
　
　
１
，

０
０
０
円

　
大
腸
が
ん
 
 
 
 
 
 

300
円

　
前
立
腺
が
ん
　
　
　
　
 

500
円

お 問 い 合 わ せ

　
4
月
8
日

（木）

　
午
前
10
時
〜
正
午

社
会
復
帰
教
室
（
要
申
込
）

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

作
手
保
健
セ
ン
タ
ー

　
4
月
13
日

（火）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
創
作

　
活
動

　
こ
こ
ろ
の
病
な
ど
で
生
活
に
不

　
安
を
感
じ
て
い
る
方
　

新
城
保
健
セ
ン
タ
ー

マ
マ
と
パ
パ
の
教
室
（
要
申
込
）

お
知
ら
せ

　
第
１
回
　
４
月
15
日

（木）

　
第
２
回
　
５
月
20
日

（木）

　
第
３
回
　
６
月
17
日

（木）

　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

　
講
話
、
沐
浴
実
習
、
妊
婦
体

　
操
な
ど

　
妊
婦
と
そ
の
家
族

　
母
子
健
康
手
帳
・
筆
記
用
具
・

　
水
分
補
給
で
き
る
も
の
な
ど

※
３
回
で
１
コ
ー
ス
に
な
り
ま

　
す
が
、
１
回
の
み
の
参
加
も

　
可
能
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し

　
く
だ
さ
い

妊
娠
中
の
方
へ

　
４
月
１
日
か
ら
医
療
機
関
の

妊
婦
健
診
受
診
券
の
内
容
が

か
わ
り
ま
す
。
既
に
受
診
券
を

交
付
さ
れ
た
方
は
残
っ
た
受
診

券
を
新
し
い
も
の
と
差
替
え
し

ま
す
の
で
各
保
健
セ
ン
タ
ー
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平成22年度　集団がん検診と今年度予定の検診の日程表
会　　場

自 己 負 担 金

対 　 　 　 象 実 施 期 間

元気はつらつ健康診査�       　19歳～39歳（男女問わず）　　　8～9月（2日間）　　　一般健康診査・骨密度測定・乳がん（超音波）・歯科健診

内 　 　 　 　 容

検 査 内 容 な ど

検 診 内 容 検 診 日 予約開始日 備　　　考

胃がん

大腸がん

子宮がん�

乳がん

前立腺がん

胃がん・大腸がん・前立腺がん

子宮がん・乳がん・大腸がん�

胃・子宮・乳・大腸・前立腺がん�

胃・子宮・大腸・前立腺がん

乳がん・大腸がん・骨粗鬆症

胃がん・大腸がん・前立腺がん

午前実施

子宮がん午前・乳がん１日実施�        

午前実施（乳がんのみ１日実施）

午前実施

１日実施

午前実施

胃がん・大腸がん
乳がん・子宮がん
前立腺がん�    

胃がん

大腸がん

子宮がん

乳がん

   
前立腺がん�

バリウムを飲んでレントゲン撮影

便の潜血反応検査（2日分の検便）※すべての検診日で回収可能です。

子宮入口（頸部）の細胞検査

マンモグラフィによるレントゲン撮影と医師の視触診

※40歳代の方は2方向のﾚﾝﾄｹﾞﾝ撮影を実施します。（そのほかの方は、従来通り1方向）

採血検査　※50歳以上の方が対象。単独受診できます。

�1,000円

 300円

 800円

 1,300円

 1,400円

 500円

　5月25日（火）

　7月19日（月）

　9月26日（日）

10月29日（金）

11月25日（木）

12月18日（土）

　2月10日（木）

　4月26日（月）

　5月17日（月）

　6月17日（木）

　8月21日（土）

　9月　4日（土）

11月　5日（金）

　7月20日（火）

　8月　9日（月）

　9月28日（火）

平成23年

4月5日（月）

午前実施（乳がんのみ１日実施）

9月1日（水）

受　付　中

4月5日（月）

4月5日（月） 午前実施

新城

保健センター

鳳来

保健センター

作手

保健センター

申し込みの注意点

�大腸がん検診のみをご希望の場合は、事前に最寄りの保健センターへ容器を取りに来てください。予約は要りません。

�申し込みは、希望の検診日の会場の保健センター（新城・鳳来・作手）へお願いします。�                                       

　ただし、同じ検診を複数の会場へ申し込むことはご遠慮ください。�                                       

�各検診（医療機関での受診も含みます）は、1人につき1年（4月～翌年3月）1回です。�                                       

　定員になり次第締め切ります。�                                       

�10月以降は、申し込みが集中します。なるべく早い日程での受診をお勧めします。�                                       

そのほかの検診のお知らせ（詳しくは今後の広報で随時お知らせします。）

1　女性特有がん検診推進事業の実施�                                    

　　対象年齢は4月1日現在で子宮がん（20・25・30・35・40歳）、乳がん（40・45・50・55・60歳）です。�                                   

 　　対象の方には、無料クーポン券と検診手帳を送付します。送付時期は夏ごろを予定しています。�                                   

2　医療機関のがん検診�

 　 胃がん・子宮がん・乳がん・肺がんは前年度同様実施予定です。�

3　そのほかの検診の予定

（40歳代の方）

※女性の健康診査と生活習慣病予防健診が元気はつらつ健診にかわります。※詳細は、6月号の広報でお知らせします。予約開始日は6月15日（火）からです。

け
い

●申
●所

●時●￥ ●内

●内

●申
●問

●時
●所
●受
●対

●内

対象・資格

申し込み先

問い合わせ

内容

●定 募集人員

日時・期間

場所・会場

受け付け

省略文字の見方

●持
●￥ 費用・会費

持ち物

●時

●申
●所

●申
●所

●時●対 ●内 ●申
●所

●時●対●持
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　2月7日（日）、七郷一色字黒沢地区

で黒沢田楽が行われました。

　後継者不足に悩む黒沢田楽です

が、東陽小学校の児童15人も参加

し、伝統芸能を継承していくための

力となっています。

今月の表紙

米
福
長
者

じょうほう課　�23-7623　　info@city.shinshiro.lg.jp

あな
たの
身近
な話題

・とっておきの写真・お知らせ…!!

皆さんからの情報をお待ちしています
　イベント紹介や募集、地区の出来事な

ど、皆さんからの耳寄りな話をお寄せくだ

さい。

文
化
課
　
�
23
‐
7
6
5
5

●問
■本

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

わ
が
ま
ち
の
文
化
財
・
施
設
紹
介

　
作
手
地
区
に
長
者
平
と
呼
ば
れ

る
地
域
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
「
米

福
長
者
」
と
い
わ
れ
る
昔
話
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
福
長
者
は
、
土
塁
と
堀
を
巡

ら
し
た
大
き
な
屋
敷
を
建
て
、
作

手
で
と
れ
る
質
の
良
い
お
米
と
き

れ
い
な
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出

る
大
き
な
井
戸
の
水
で
酒
を
造
っ

て
い
ま
し
た
。

　
酒
造
り
で
大
忙
し
と
な
る
冬
に

は
、
長
者
の
酒
蔵
か
ら
家
の
前
に

酒
甕
を
並
べ
て
、
訪
ね
て
く
る
人

は
こ
の
酒
を
自
由
に
飲
む
こ
と
が

で
き
る
お
祭
り
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酒
造
り
だ
け
で
な
く
鉄

を
打
っ
て
道
具
を
作
る
鍛
冶
場
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
売
る
市

も
長
者
が
つ
く
り
、
そ
こ
は
「
市

場
」
と
い
う
地
名
の
起
こ
り
と
な

っ
た
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
神
様
に
お
供
え
す
る
酒
を
造

っ
た
あ
と
の
酒
粕
は
神
聖
な
場
所

に
運
ん
で
埋
め
、
そ
れ
が
小
さ
な

高
ま
り
と
な
っ
て
「
粕
塚
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今

で
は
そ
こ
は
、
八
幡
様
を
お
祀
り

し
た
森
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
作
手
高
校
と
作
手
中
学
校
に
挟

ま
れ
た
地
域
は
、「
長
者
屋
敷
遺
跡
」

と
し
て
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
、
平
安

時
代
の
須
恵
器
（
す
え
き
）
が
採

取
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
米
福
長

者
の
屋
敷
と
の
関
連
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
昔
話
の
伝
承
と
遺
跡
の

所
在
か
ら
、
作
手
地
区
の
歴
史
を

考
え
て
み
る
の
も
面
白
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

※
作
手
歴
史
民
俗
資
料
館
の
休
館

　
日
が
、
4
月
1
日

（木）
よ
り
毎
週

　
火
曜
日
（
火
曜
日
が
休
日
の
場

　
合
は
翌
日
以
降
の
最
初
の
休
日

　
で
な
い
日
）
、
年
末
年
始
と
な

　
り
ま
す
。

�

　4月15日～6月24日（毎週木曜日）

　午後7時30分～8時30分

　西部公民館（ちさと館）

　1,200円（テキスト代）

　�23-4358（松井）

　または直接ちさと館に見学にお越しください。

講習内容

日　程� 　　　　　　内　　　　　　　容

4/15

4/22

5/6

5/13

5/20

5/27

6/3

6/10

6/17

6/24

開講式

つたえあってみましょう①

つたえあってみましょう②

自己紹介をしましょう①

名前を紹介しましょう

自己紹介をしましょう②

家族を紹介しましょう

自己紹介をしましょう③

趣味について話しましょう

自己紹介をしましょう④

数字を使って話しましょう

自己紹介をしましょう⑤

仕事について話しましょう

自己紹介をしましょう⑥

あなたの家を紹介しましょう

自己紹介をしましょう

～まとめ～

閉講式

茶話会・手話サークル「イコール」入会手続
き・その他

　新城剣友会は、「新城少年剣道教室」を

開講しております。剣道をやりたい子・剣

道で心や体を丈夫にしたい子は、ぜひ参加

してください。

　毎週火曜日　午後７時３０分～９時

　新城中学校武道場（清心館）

　小学１年生～６年生の男女

　入会金　1,000円・年会費　8,000円

※親子などで参加可能

※中学生以上　1回100円

開校式　

　4月20日（火）午後7時30分

　鈴木五雄 �23-8560・藤原寿光 �23-5950

　5月11日（火）～7月6日（火）・毎週火～金曜日

　午後0時30分～5時30分

　新城まちなみ情報センター

　パソコンの基本操作（ワード・エクセル）

　身体障害者手帳所持者

　 7人（面接で選考）

　無料（テキスト代は必要です。）

　4月1日（木）～20日（火）に、公共職業安定

　所で手続きをしてください。（受講には

　安定所での求職登録が必要です。）

問い合せ先・願書配布先
　公共職業安定所または

　愛知障害者職業能力開発校

　�0533-93-2102

（財）AFS日本協会東三河支部主催　

高校留学説明会のご案内
　高校留学に興味のある中学生・高校生と

その保護者の皆さんを対象に、4月25日（日）

午後2時から4時まで文化会館104号室で、高

校留学説明会を行います。

　今回は第58期生の募集で留学期間は2011

年～2012年の約10カ月間で、現地の高校へ

通います。派遣先は38カ国（アジア、オセ

アニア、中南米、北米、欧州）です。今

年、第57期生は冬出発・夏出発合計371人が

世界に向けて旅立ちます。

　（財）AFS日本協会は文部科学省所管の特

定公益増進法人で高校生の交換留学を日本

で最初に行った老舗団体です。今年で60年

の実績があり、NHK英会話講座の鳥飼久美

子さんもAFSで留学しました。

　自分の将来に悩んでいる人!!みんなと違っ

た人生を考えている人!!この機会にぜひ勇気

ある一歩を踏み出してください。新しい世

界が開けることをお約束します。

第57期生派遣実績（東三河支部のみ）

   御津高校5人・豊田高専4人・成章高校3人

留学費用

　90～128万円（空港税・ビザ申請などの諸

　経費は除く）滞在費と授業料は受入側の

　ボランティアのためかかりません。

※詳しくは説明会で。留学経験者の話も聞

　けます。

�26-0117（横山）・090-7686-7597（坂田）

（財）AFS日本協会HP　
http://www.afs.or.jp/jpn_ ja/home

※海外からの留学生の受入家庭も募集して

　います。

新城少年剣道教室 会員募集

平成22年度 前期手話講習会

自衛官等募集

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

愛知県障害者委託訓練

しんしろパソコン
スタートコース

自衛隊豊川総合事務所

豊川市穂ノ原1-1　�0533-85-2411

自衛隊では、幹部候補生を募集します。

募
　
　
集
　
　
内
　
　
容

募
集
種
目�

　
　
資
　
　
格
　
　
　
受
付
　
試

験

月

日

幹 部 候 補 生

一 般 ・ 技 術 歯 科 ・ 薬 剤

20歳以上26歳未満の者

22歳未満の者は大卒

（見込みを含む）

20歳以上30歳未満の者

専門の大卒

（見込みを含む）

4月1日（木）～5月10日（月）

1次

5月15日（土）、16日（日）

2次

6月15日（火）～17日（木）

1次

5月15日（土）

2次

6月15日（火）～17日（木）

●申

●問

●時

●時

●時

●所

●所

●対

●￥

●時

●問

●所

●対

●内

●￥

●定

●応

●￥

さ

か

が

め

●問 ●em

（
よ
ね
ふ
く
ち
ょ
う
じ
ゃ
）
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2月10日�

お兄さん、お姉さん
たちと交流

新しい園舎が完成

2月12日�

2月16日�

3月1日�

いざという時の
ために
2月8日�・9日�

大きな布絵を制作

　昨年7月から改築工事が行わ

れていた長篠保育園園舎が完成

し、竣工式が行われました。式

の後、園児たちが歌を披露し、

新しい園舎に元気な歌声が響き

ました。

　海老小学校の6年生7人が、卒業記念制作として布絵

に取り組みました。完成すると縦90センチメートル横

110センチメートルの大きな布絵となり、3月19日の卒

業式には会場へ飾られます。

2月24日�～3月3日�

雛人形がいっぱい

泥だらけで作業

　しんしろ節句まつりが文化会館と鳳来開発

センターで開催され、約3,000体の雛人形やつ

るし飾りなどが飾られました。2月28日（日）

には文化会館小ホールで子どもパフォーマン

スとエコファッションショーが開かれ、たく

さんのお客さんで賑わいました。

　鳳来寺小学校の児童23人が、新城土木技術者研究会の指導の下、学

校の花壇や古くなった木の椅子などの撤去作業を行いました。児童は

泥んこになりながら笑顔で作業をしていました。

　八名中学校で救急救命

講習を行い、2年生52人が

心肺蘇生法やAEDの使用

方法を学びました。この

講習は今年度から同校に

もAEDが設置され、生徒

たちは消防士の説明を熱

心に聞いていました。

　八名幼稚園で、園児と豊橋

創造大学短期大学部幼児教育・

保育科の学生 19 人との交流イ

ベントがありました。学生た

ちは交通安全をテーマとした

オペレッタなどを披露し、園

児たちは楽しみながら交通安

全を学びました。
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『
海
老
』
の
信
号
を
過
ぎ
、
緩
や
か

な
坂
道
を
上
る
と
丘
の
上
に
海
老
小
学

校
が
見
え
る
。
海
老
小
学
校
は
明
治
６

年
創
立
。
今
年
で
137
年
目
を
迎
え
る
。

　
こ
の
「
長
き
歴
史
の
学
び
舎
」
で
、

全
校
生
徒
22
人
で
明
る
く
朗
ら
か
に
校

歌
を
歌
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
校
歌
は
昭

和
29
年
、
海
老
小
学
校
創
立
80
周
年
の

記
念
に
作
ら
れ
た
。
百
年
誌
の
記
録
に

よ
る
と
、
当
時
の
海
老
町
主
催
に
よ
り

盛
大
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
た
と
あ
る
。

当
時
か
ら
現
在
ま
で
三
世
代
に
わ
た

り
歌
い
継
が
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
校
歌
の
２
番
の
歌
詞
に
あ

る
海
老
川
に
つ
い
て
だ
が
、
３
・
４

年
生
が
環
境
学
習
の
一
環
で
、
源
流

を
た
ど
り
、
棚
山
（
川
売
地
区
）
へ

出
か
け
、
水
質
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
校
歌
が
作
ら
れ
る
以
前
に

歌
わ
れ
て
い
た
旧
校
歌
の
４
番
の
歌

詞
に

　
　
岩
間
く
ぐ
り
て
末
つ
い
に

 
 

海
と
な
る
べ
き
海
老
川
の

 
 

し
の
ぶ
を
己
が
鏡
に
て

 
 

文
の
林
に
分
け
入
ら
ん

と
あ
る
。
先
人
た
ち
の
「
清
ら
か
に
、

よ
ど
み
な
く
 

流
れ
る
川
の
よ
う
に
、

い
か
な
る
困
難
を
も
乗
り
越
え
、
勉

学
に
励
み
、
知
識
を
蓄
え
よ
」
と
い

う
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
海
老
川
は
、

今
も
昔
も
、
地
域
の
人
々
の
学
び
の

原
点
な
の
だ
ろ
う
。

海老小学校

No.5

再再
～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

沿革

1873年（明治6年）第二大学区第九中学第九番小学

海老学校として創立

学校の特色

梅の木学習、ふるさとふれあい教室、くるみ荘訪問、

敬老会参加、子育て講座

学 校 の 概 要

学年別児童数今昔

学  年� 1年       2年      3年      4年       5年      6年        計

S21年

H21年

77人　 65人　 66人　 70人　 82人　 80人　　440人

1人   　 2人       6人       4人    2人       7人    22人

海老小学校区域図

発見
我らが母校

～校歌を聴いてあなたは何を思い浮かべますか～

瀬
音
さ
や
け
き
海
老
川

梅
香
る
里
の
子
ど
も
た
ち

校
歌
を
め
ぐ
る
物
語

「
長
き
歴
史
の
学
び
舎
」
と
愛
と
汗

梅の収穫

海老川で魚釣り ふるさとふれあい教室

地域の人に感謝する会

市
民
編
集
委
員
か
ら

　
取
材
に
訪
れ
た
の
は
2
月
半
ば
。
校

門
の
紅
梅
の
蕾
が
ほ
こ
ろ
び
、
ち
ら
ほ

ら
と
咲
き
始
め
る
程
だ
っ
た
が
、
今
、

ま
さ
に
見
ご
ろ
を
迎
え
て
い
る
は
ず
だ
。

　
川
売
地
区
は
恒
例
の
梅
花
ま
つ
り
を

開
催
中
。
約
1,
5
0
0
本
の
梅
林
は
、

桃
源
郷
の
風
情
で
あ
ろ
う
。
こ
の
美
し

い
風
景
を
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
。

 
 

　
　
　
　
作
詞
　
松
井
庄
蔵
　

　
　
　
　
　
　
校
閲
　
久
曽
神

昇

　
　
　
　
　
　
作
曲
　
永
見
貞
三

　
　
　
　
　
　
昭
和
29
年
制
定

一
、
朝
日
に
映
ゆ
る
　
高
畑
の

　
　
け
だ
が
き
嶺
を
　
仰
ぎ
つ
つ

　
　
み
ん
な
明
る
き
　
希
望
を
胸
に

　
　
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
　
学
び
合
う

　
　
あ
あ
海
老
小
学
校
　
光
あ
れ

　
　

二
、
瀬
音
さ
や
け
き
　
海
老
川
の

　
　
清
き
流
れ
に
　
は
ぐ
く
ま
れ

　
　
み
ん
な
尊
き
　
使
命
を
胸
に

　
　
手
を
た
ず
さ
え
て
　
励
み
合
う

　
　
あ
あ
海
老
小
学
校
　
栄
あ
れ

三
、
長
き
歴
史
の
　
学
び
舎
に

　
　
心
を
み
が
き
　
身
を
き
た
え

　
　
み
ん
な
社
会
の
　
進
歩
を
胸
に

　
　
力
合
わ
せ
て
　
努
め
合
う

　
　
あ
あ
海
老
小
学
校
　
誉
あ
れ

発見
我らが母校

海
老
小
学
校
　
校
歌

校歌を歌う子どもたち

　
梅
の
名
所
と
し
て
有
名
な
川
売
地

区
は
、
昨
年
『
に
ほ
ん
の
里
100
選
』（
朝

日
新
聞
社
・
森
林
文
化
協
会
主
催
）

に
選
ば
れ
た
。
全
国
2,
0
0
0
カ
所

以
上
の
候
補
地
の
中
か
ら
、
愛
知
県

で
は
佐
久
島
と
共
に
、
「
人
々
の
暮
ら

し
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
、
健
や

か
で
美
し
い
里
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。

川
売
が
誇
る
『
梅
林
』
の
景
観
の
素

晴
ら
し
さ
が
特
に
評
価
さ
れ
た
。
　

　
こ
の
全
国
に
誇
る
名
勝
を
持
つ
学

区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
梅
の
木
の
学

習
を
進
め
て
い
る
。
平
成
14

年
に
、

地
域
の
方
か
ら
『
南
高
』
と
い
う
種

類
の
梅
の
木
を
８
本
寄
付
し
て
も
ら
い
、

校
庭
の
西
側
に
植
え
た
。
毎
年
6
月

に
は
５
・
６
年
生
で
梅
の
実
を
収
穫

し
て
い
る
。
今
年
度
は
豊
作
で
、

1
,

4
0
5
個
（
2
9.
3
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
の
実
が
採
れ
た
。
そ
の
実
を
使

っ
て
３
・
４
年
生
は
、
地
域
の
方
の

指
導
の
下
、
梅
ジ
ャ
ム
や
梅
ク
ッ
キ

ー
を
作
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
感
想

を
尋
ね
る
と
、
「
甘
酸
っ
ぱ
く
て
美
味

し
か
っ
た
よ
。
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

自
然
の
恵
み
と
、
地
域
の
方
に
感
謝

し
な
が
ら
、
こ
こ
に
し
か
な
い
財
産

を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
心
が
養
わ

れ
て
い
る
。

　
現
在
の
校
舎
が
建
て
ら
れ
た
の
は

昭
和
54
年
。
そ
れ
以
前
は
、
明
治
33

年
に
竣
工
さ
れ
た
校
舎
を
、
幾
度
も

の
増
改
築
を
繰
り
返
し
、
学
舎
と
し

て
き
た
。
大
正
11

年
の
大
規
模
な
増

築
工
事
の
際
に
は
、
約
55
メ
ー
ト
ル

の
石
垣
積
み
と
約
600
坪
の
地
な
ら
し

工
事
に
、
述
べ
6,
0
0
0
人
に
及
ぶ

地
域
住
民
の
勤
労
奉
仕
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
い
っ
た
学
校
に
対
す
る
地
域

の
愛
情
と
奉
仕
の
心
は
、
P
T
A
 

の
人
数
が
激
減
し
た
現
在
で
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
。
２
年
程
前
、
「
も
っ

と
地
域
の
人
に
訪
れ
て
ほ
し
い
」
と

い
う
学
校
側
の
想
い
と
、
「
何
か
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た
い
」

と
い
う
住
民
の
想
い
が
合
わ
さ
り
、「
学

校
お
た
す
け
隊
」
が
組
織
さ
れ
、
花

壇
の
手
入
れ
や
、
遊
具
整
備
な
ど
の

美
化
活
動
が
進
ん
だ
。
ま
た
、
読
み

聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
ま
ほ
う
の
じ
ゅ

う
た
ん
」
も
週
１
回
の
訪
問
と
、
学

習
発
表
会
の
上
演
を
通
じ
て
、
地
域

と
学
校
の
架
け
橋
と
な
っ
て
活
動
し

て
い
る
。

　
今
年
度
も
学
校
行
事
と
し
て
「
地

域
の
人
に
感
謝
す
る
会
」
が
催
さ
れ
た
。

時
代
は
変
わ
っ
て
も
地
域
の
「
愛
と
汗
」

は
、
学
校
や
子
ど
も
た
ち
に
注
が
れ

続
け
て
い
る
。
 

新 城 市

至玖老勢

至愛郷

至四谷

海老小学校

至川売

伊
那
街
道

か

　お

れ

せ
　
お
と

は

や

た

か

は

た

ほ
ま
れ

つ
ぼ
み
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県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

1
年
365
日
24
時
間
最
寄
り
の
医
療
機

関
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
�
22
‐
1
1
3
3

　http://w
w
w
.qq.pref.aichi.jp/

県
小
児
救
急
電
話
相
談

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
の

午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時
ま
で
小
児

の
救
急
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

  

�
＃
8
0
0
0
〔
短
縮
電
話
番
号
〕

  

�
0
5
2
‐
2
6
3
‐
9
9
0
9

く
す
り
・
医
療
用
品
な
ど
に
関
す
る

緊
急
の
相
談
・
質
問
な
ど

問
い
合
わ
せ

 

新
城
薬
剤
師
会

開
設
時
間

　
午
後
９
時
〜
翌
朝
午
前
９
時

  

�
0
9
0
‐
5
0
0
7
‐
1
2
0
0

県
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム

く
す
り
安
心
電
話

市内の交通事故状況

4月の各種相談

取
り
扱
い
求
人
数

看
護
・
介
護

販
売
・
営
業

事
 
 
 

務

製
 
 
 

造

全

職

種

計

37
人

31
人

23
人

45
人

339
人

　
お
仕
事
探
し
と
求
人

の
募
集
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
国

の
機
関
の
た
め
す
べ
て

無
料
で
す
。

・
お
仕
事
を
探
し
て
い

　
る
人

　
仕
事
の
相
談
、
面
接

　
希
望
者
へ
の
紹
介
、

　
履
歴
書
・
職
務
経
歴

　
書
な
ど
各
種
書
類
の

　
書
き
方
ア
ド
バ
イ
ス

・
求
人
の
募
集
を
し
て

　
い
る
会
社
な
ど

　
求
人
募
集
の
申
し
込

　
み
、
求
人
条
件
に
関

　
す
る
相
談

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

�
22
‐
1
1
6
0

※
平
成
22
年
1
月
末
現
在

児 童 相 談

一 般 健 康 相 談

こ こ ろ の 健 康 相 談

育 児 相 談

教 育 相 談

登 記 法 律 相 談

法 律 相 談

心 配 ご と 相 談

身体障害者福祉相談

知的障害者福祉相談

市 民 活 動 相 談

女性悩みごと電話相談

消 費 生 活 相 談

勤 労 者 生 活 相 談

人 権 行 政 相 談

年 金 相 談

無 料 住 宅 耐 震 相 談

新城設楽児童相談センター

各 保 健 セ ン タ ー

鳳来保健センター

新城保健センター

市民体育館教育相談室

勤労青少年ホーム

鳳来開発センター

しんしろ福祉会館相談室

しんしろ福祉会館相談室

鳳来開発センター会議室

社会福祉協議会作手センター

しんしろ福祉会館相談室

レインボーはうす

はつらつセンター

じ ょ う ほ う 課

勤労青少年ホーム

勤労青少年ホーム

市民体育館第１会議室

鳳来開発センター

市民体育館第１会議室

都 市 計 画 課

鳳 来 総 合 支 所

毎週月～金曜日　（要予約）

4/5（月）　午前9時　（要予約）

4/5（月）　午前10時　（要予約）

4/20(火）午前9時30分～10時30分（母子健康手帳持参）

毎週月～金曜日　午前9時～午後5時　（要予約）

4/8（木）午前10時～午後3時※5日（月）正午までに要予約

4/23（金）午前10時～午後3時※20日（火）正午までに要予約

4/14（水）、28（水）　午後1時～4時（要予約）

4/1（木）　午後1時～4時

4/21（水）　午後1時～4時

4/12（月）　午後1時～4時

4/9（金）　午後1時～4時

4/14（水）　午後1時30分～3時30分

4/28（水）　午後4時～8時　（要予約）

4/13（火）、27（火）午前10時30分～午後2時30分

4/20（火）　午後1時～4時　（要予約）

4/21（水）午前10時～午後4時 ※正午～午後1時は休憩

4/13（火）　午後1時～4時

4/21（水）　午後1時～4時

4/27（火）午前10時～午後3時 ※年金の代理請求は委任状必要

4/3（土）、17（土）　午前9時～正午　（要予約）

4/10（土）　午前9時～正午　（要予約）

新城設楽児童相談センター

新城保健センター

鳳来保健センター

作手保健センター

鳳来保健センター

新城保健センター

学 校 教 育 課

司 法 書 士 会

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

社会福祉協議会作手センター

社 会 福 祉 協 議 会

社 会 福 祉 協 議 会

じ ょ う ほ う 課

フリ ー ダ イ ヤ ル

商 工 課

商 工 課

市 民 課

鳳来総合支所市民福祉課

保 険 医 療 課

都 市 計 画 課

鳳来総合支所地域整備課

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

23-7366

23-8551

32-2811

37-2839

32-2811

23-8551

23-7652

22-4076

23-5618

23-5618

38-1481

23-5618

23-5618

23-7623

0120-874-412

23-7634

23-7634

23-7628

32-1982

23-7625

23-7640

32-1977

相 談 名 　 　　　　　　　　　　　と　　　　　き� 　　　　　　　　 と こ ろ �　　　申し込み・問い合わせ

21年 19

27

8

0

1

1

22

34

12

22

35

13

108

84

－24

22年

増減

2月中

区

件

死傷者（人）

死　者 負傷者 計

人身

事故

件数

物損

事故

件数

37

44

7

0

1

1

43

59

16

43

60

17

207

182

－25

21年

22年

増減

分

累計
1月末
現在
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広
報
し
ん
し
ろ

平
成
22
年
4
月
号

花田香織さん（鳳来･井代）

　
こ
れ
ま
で
の
委
員
は
皆
さ
ん

個
性
派
揃
い
。
含
蓄
あ
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
気
後
れ

し
て
い
ま
す
。

　
私
の
新
城
在
住
歴
は
、
通
算

し
て
も
僅
か
４
年
（
転
入
出
を

経
て
２
年
前
再
び
市
民
に
）
。
域

外
で
の
生
活
が
長
か
っ
た
私
に

と
っ
て
、
新
城
の
気
風
・
習
俗

に
は
、
新
鮮
な
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
長
く
地
域
に
寄

与
し
て
い
ら
し
た
皆
さ
ん
と
は

少
し
違
う
視
点
で
「
新
城
」
を

見
て
何
か
を
お
伝
え
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
学
生
の
立
場
か
ら
広
報
を
見

て
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
が
盛
り
上
が
る
よ

う
に
、
皆
さ
ん
に
「
今
月
の
広

報
ど
ん
な
だ
ろ
う
。
」
と
毎
月
読

む
の
が
一
つ
の
楽
し
み
に
な
る

よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
イ

ベ
ン
ト
や
日
々
の
で
き
ご
と
を

伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
楽
し
ん

で
い
き
ま
す
。

　
広
報
に
は
事
実
を
正
確
に
分

か
り
や
す
く
伝
え
る
と
い
う
役

割
と
、
情
報
の
発
信
側
が
受
け

手
に
対
し
て
伝
た
い
「
想
い
」

を
く
み
取
っ
て
送
り
届
け
る
、

と
い
う
二
つ
の
役
割
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
の
広
報
に
携

わ
る
に
あ
た
り
、
伝
え
る
べ
き

情
報
の
内
容
に
応
じ
て
、
こ
の

二
つ
の
役
割
を
上
手
く
ミ
ッ
ク

ス
し
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
彩

る
こ
と
の
で
き
る
情
報
発
信
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。

　市民の立場から広報しんしろ「ほのか」の編集に携わってきた門林直人さん、田村太一さん、土谷純

子さんの3人が市民編集委員を卒業します。平成22年度は新たに花田香織さん、三輪信之さん、島考三

郎さんの3人を迎え、現委員の横山良哲さん、峰野恵子さん、横字民枝さん、古田多紀子さんとともに

広報紙の編集に取り組んでいきます。新たに委員となった3人の意気込みを紹介します。

は な 　だ 　 か 　お り

島　考三郎さん（新城・栄町）
し ま 　 　 　こ う ざ ぶ ろ う

三輪信之さん（新城・栄町）
み 　 わ 　 の ぶ ゆ き

平成22年度

が

ん

ち

く

わ

ず
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